1 NEXT 卡 



Panasonic" 

操作マニュアル 

パーソナルコンピューター 

品番 CF-30 シリーズ 


( 上手に使って上手に節電 


このたびはパナソニックパーソナルコンピューターをお買い上げ 
いたださ、まことにありがとうございました。 

付属の取扱説明書と本マニュアルをよくお読みのうえ、正しくお 
使いください。 







丰一の組み合わせによる}栗作 


か BACK 2 NEXT 


お知らせ 


• 繰り返し連続して押さないでください。 

• フラットパッド、外部マウス、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ）などを操作しながら押さないでくだ 
さい。 

• Windows に□グオンするまで、操作を行わないでください。八ードディスク状態表示ランプ g が消好するまでお 
待ちください。セットアップユーティリティの画面では、面+百、西+11、西+@のキー操作のみ働きます。 

♦ アプリケーションソフトによっては働かない場合があります。 

• Windows に□グオンすると、ポップアップウィンドウが表示されます。ただし、アプリケーションソフトの状態に 
よっては表示されない場合があります（[コマンドプ□ンプト]が全画面表示になっているときなど）。 


キ- 


機能 


ポップアップウインドウ 



而+巧 


内部 LCD の輝度調整_ 

(is+ 円=下げる/ is+ 巧=上げる) 


お知らせ 


圏 


<タッチ) くネル内蔵モデルのみ> 

• 輝度をさらに上げるには、セットアップユーティリティの「メイン」 
メニューで、 「 LCD 輝度モード」を「高輝度」に設定してください。 
(今55ペー シ） 


而+招 


画面の表示先の切り替え （今34ページ） 

(外部ディスプレイ接続時） 

内部 LCD 今同時表示今外部ディスプレイ 
^ _I 


お願い 


• 画面表示が切り替わるまで他のキーを押さないでください。 

• 次の場合はこの機能を使わないでください。 

-外部ディスプレイが接続されていないとき 
- DVD - Video や MPEG ファイルなどの動画を再生しているとき 
-ピン ボールな どの ゲームを 表示しているとさ 

























キーの組み合わせによる操作 


か BACK 3 NEXT 


キ-機能 
Fii+iS 音声出力のオン/オフ 


お知らせ 


• 音声出力をオフにすると、ビープ音も鳴りません。 

• USB ポートに接続したスピーカーの音声はオフにできません。 


ポップアップウインドウ 



オフ オン 

(ミユート） 


面+11 
而+两 


音量調整 

( in + i 5= 下げる/ fn + fe = 上げる) 


お知らせ 



• ビープ音の音量調整や、 USB ポー 
はでさません。 


|〇+|7 

面+国 

fn+flO 


スタンバイ状態に入る （今8ぺージ) 

バッテリー残量確認 

休止が態に入る （今8ページ） 


卜に接続したスピーカーの音量調整 


(今14ページ) 

































キーの組み合わせによる操作 


か BACK 4 NEXT 


Hotkey 設定 


次の 2 つの設定をすることができます。 

• Fn キー□ック 

f 豆を押した後、他のキーを押すまで、 f 豆が押された状態（□ック状態）になります。キーの組み合わせが押しにく 
い場合に便利です。 

• ポップアップウィンドウの表示/非表示 

1 Hotkey 設定プ□グラムを起動ずる。 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [Hotkey 設定]をクリックする。 

2 各項目を設定ずる。 

[Fn キーを □ック する] 

• を1回だけ押す場合 

① 面を1回押す。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを押す。（□ック状態解除） 

♦ を連続して使5場合 

① 西を2回押す。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを押す。（再度@を押すまで□ック状態のままです。） 

[通知方法] 

[ Fn キーが押されたときに音を鳴5ず r 

[Fn キーの犬態を画面に表示する]: I 百の状態を画面ち下のタスクトレイに表示します。 

-画而□ック状態 
-圓面□ック解除 

[ポップアップを表示しない] 

ポップアップウィンドウが表示されなくなります。 

3 [0 K ] をクリックずる。 


お知らせ 


• Hotkey 設定は、ユーザーごとに設定できます。 


音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 







タッチパネル 4 r BACK 5 next 

くタッチノくネル内蔵モデルのみ> 

タッチパネル機能を使って、フラットパッドやマウスと同様の操作ができます。付属のスタイラスペンで画面の表面に触 
れて < ださい。 

• ちクリックずるには 

① 画面ち下のタスクトレイのなをクリックする。 

な が讀に変わります。 

② ちクリックする対象をクリックする。 

硕が讀 に戻ります。 


お知らせ 


• ユーザーごとに次の設定をしてください。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Fujitsu Touch Panel ( USB )]- [タッチパネルの設定]をクリックする。 

② 必要な設定をして、 [0 K ] をクリックする。 

-[カーソルを表示しない。 ] にはチェックマークを付けないでください。画面が乱れる場合があります。 

• [タッチ パネルの設定]の [[ Ctrl ] キーを押しながら タッチ] の口かう]にチェックマークを付けた場合、画面に触れると 
すべてちクリックになる場合があります。通常の操作に戻すには、キーボードのを i 百を押してください。 

参タッチパネル機能は、セットアップユーティリティ、[コマンドプ□ンプト]の全画面表示、および Recover Pro 
(今66ペー ン） の画面では使えません。 


タッチパネルの補正（キヤリブレーシ E 


1 [補正ツール]を起動ずる。 

[スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Fujitsu Touch Panel ( USB )] -[補正ツール]をクリックする。 

2 画面上の12か所に順番に" +" が表示されるので、スタイラスペンを使って点滅ずるまで1つ 
ずつ触れた後、[補正計算]をクリックずる。 

3 [保存して終了]をクリックずる。 


お知らせ 


• ユーザーごとにタッチパネルの補正（キャリブレーション）を実行してくださし、。 














Panasonic 手書き * back e NEXT 卡 

フラットパッドやタッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ）に、サインなどの簡単な文字や図形を描いて、ビット 
マップ形式 （. bmp ) のファイルとして保存することがでさます。 


お願い 


•「 Panasonic 手書き」を起動しているときは、ユーザーの簡易切り替え機能を使わないでください。 

• 市販のポインティングデバイス（マウスなど）のドライバーをインス!-ールして、フラットパッドのドライバーを 
上書きすると、 「 Panasonic 手書き」は動作しません。 


お知らせ 


• ディスプレイの色数を変更すると、 「 Panasonic 手書き」の画面が乱れることがあります。その場合は、画面ち下の 
タスクトレイの邪をちクリックして [ Panasonic 手書きの終了]をクリックした後、再度 「 Panasonic 手書き」を起動 
して < ださい。 

• 他のアプリケーションソフトを同時に実行していると、 「 Panasonic 手書き」で正しく描画できないことがあります。 
その場合は、他のアプリケーションソフトを閉じてください。 


「 Panasonic 手書き J を起動ずる 


1 画面ち下のタスクトレイの 邪 をダブルクリックずる。 

または、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ Panasonic 手書き]をクリックする。 


お知らせ 


• 画像サイズの変更は、描画する前に[オプション]-[画面サイズの設定]で行ってください。描画した後でサイズを変 
要すると、画質が悪くなります。 

• [編集]-[コピー]をクリックすると、ビットマップ画像をコピーして、他のビットマップ形式対応のアプリケーショ 
ンソフトに貼り付けることができます。 

• 拡張デスクトップモードを使用しているとさは、フラットパッドモードが正しく働さません。 

• 次の場合はフラットパッドモードが終了します。 

-他のアプリケーションソフトに切り替えたとき 
-スタンバイ状態または休止状態か!5リジュームしたとき 
- All を押したとさ 

• タッチパネルに触れたとき（タッチパネル内蔵モデルのみ） 















スタンバイ • 休止状態機能 ホ BACK 7 NEXT ず 


「スタンバイ」や「休止状態」機能を使うと、アプリケーションソフトを閉じることなくパソコンの操作を終わることがで 
きます。操作を再開すると、スタンバイまたは休止状態に入る前に実行していたアプリケーションソフトやファイルにす 
ばやく戻ることがでをます。 


機能 

状態の保を先 

復帰するまでの時間 

電力供給 

スタンパイ 

メモリー 

短い 

必要（スタンバイ中に電力の供給がなくなると、保 
持されていたデータは失われます。） 

休止状態 

八ードディスク 

やや長い 

不要（ただし、休止状態を維持するために若干の電 
力が消費されます。） 


スタンバイ-休止が態の設定 


1 [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源 オプション]- [詳 
細設定]をクリックずる。 

2 [ポータブルコンピュータを閉じたとき]/[コンピュータの電源ボタンを押したとき]で「スタ 
ンバイ」または「休止状態」を選び、 [0 K ] をクリックずる。 


お知らせ 


• Windows のメニューを使ってスタンバイまたは休止状態に入る場合は、この設定は不要です。 


使用上のお願い 


• 長時間スタンバイにしておく場合は、 AC アダプターを接続してください。 AC アダプターを接続でさない場合は、スタ 
ンバイではなく休止状態にしてください。 

♦ スタンバイまたは休止状態を繰り返すと、パソコンが正常に動作しなくなる場合があります。パソコンの動作を安定さ 
せるため、定期的に （1 週間に1回程度）スタンバイまたは休止状態機能を使わずに Windows を再起動してください。 
• 大切なデータは保存してください。 

• リムーバブルディスクやネットワークドライブから開いたファイルは閉じてください。 

• リジューム （今9ページ） の際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求されません。スタンバイ 
または休止状態のときのセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いください。 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[ユーザーアカウント]をクリックして、アカウントを選ぶ。 

② [パスワードを作成する]をクリックし、パスワードを設定する。 

③ [スタート]-[コント□—ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[詳細設定]をクリック 
し、[スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]にチェックマークを付ける。 















スタンバイ-休止状態機能 
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• 下記の場合は、スタンバイ•休止状態に入らないでください。実行中のファイルやデータが壊れたり、スタンバイ•休 
止状態が働かなくなったり、パソコンおよび周辺機器が正常に動作しなくなることがあります。 

-マルチメディアポケット状態表示ランプ gP 、 八ードディスク状態表示ランプ冨、 SD メモリーカード状態表示ラン 
プ画の点打中 

• オーディオファイルの録音•再生中や、 MPEG ファイルなどの動画の再生中 


• DVD - Video の再生中 

-ディスクへの書き込み中 

-通信ソフトやネットワーク機能を使用しているとき 

• PC 力ードの使用中 

(カードが正常に動かなくなったときは、パソコンを再起動してください。） 

-外部マウスをシリアルコネクターに接続しているとさ 
• リジューム直後はスタンバイまたは休止状態に入りません。約1分間お待ちくださし、。 
拡張バッテリーパックを使用している場合を除く 


スタンバイ-休止が態に入る/リジュームする 


■ スタンバイ-休止状態に入る 

1 ディスプレイを閉じるか、ビープ音が鳴るまで電源スイッチ （A) 


をスライドずる。 

• 電源状態表示ランプ （ B ) で状態を確認してください。 

スタンバイ状態：電源状態表示ランプが緑色に点滅する。 

休止状態：電源状態表示ランプが消える。 

• Windows のメニューを使ってスタンバイ.休止状態に入ることもできます。 
スタンバイ状態に入るには、 [ スタート]- [ 終了オプション]- [ スタンバイ]を 
クリックしてください。休止状態に入るには、[スタート]-[終了オプション] 
をクリックし、 Shift を押したまま [ 休止状態]をクリックしてください。 



巳 A 


お願い 


スタンバイ-休止状態処理中 
• 次の操作をしないでください。 

-キーボード、フラットパッド、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ)、電源スイッチに触れる 
-外部マウスや周辺機器を使う 
- AC アダプターの接続や取り外し 
-ディスプレイの開閉 

電源状態表示ランプが緑に点滅（スタンバイ）または消な（休止状態）するまでお待ちください。 

• スタンバイ•休止状態に入るまで1〜2分かかる場合があります。 










スタンバイ-休止状態機能 
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• ビープ音が鳴ったら、すぐに電源スイッチを離してください。電源ボタンを4秒間じ(上スライドすると、パソコン 
が強制終了し、[コンピュータの電源ボタンを押したとき]を[シャットダウン]に設定していたとしても、保存されて 
いないデータは失われます。 （今7ページ 「スタンバイ•休止状態の設定」） 

スタンバイ-休止状態のとき 

• マルチメディアポケット機器（拡張バッテリーパックを除く）や周辺機器の接続•取り外しを行わないでくださし、。 
誤動作の原因になります。 

• スタンバイ状態では電力が消費されています。特に、 PC カード挿入時は電力消費量が増えることがあります。電力 
の供給がなくなると、保持されていたデータが失われます。スタンバイ機能を使うとさは、 AC アダプターを接続し 
て < ださい。 

• 無線スイッチの入/切をしないでください。 


音声出力をオフにしているとさはビープ音が鳴りません。 


■ スタンバイまたは休止状態からリジュームする 

1 ディスプレイを開けるか、電源スイッチ （ A ) をスライドずる。 

• 「ポータブルコンピュータを閉じたとき」で「スタンバイ」または「休止状態」 
を選んだ場合 （今7ペー シ） は、ディスプレイを開くとリジュームします。 


お願い 



• リジュームが完了するまで、下記の操作をしないでください。画面表示のリジューム後、約30秒（通常）または60 
秒（ネットワーク接続しているとき）お待ちください。 

-キーボード（パスワードの入力 iU 外)、フラットパッド、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ)、電源ス 
イッチに触れる 
-外部マウスや周辺機器を使う 
- AC アダプターの接続や取り外し 
-ディスプレイの開閉 
• Windows の終了または再起動 
-スタンバイまたは休止状態に入る 
-無線スイッチの入/切 






セ夺ユリてイ機能 ♦ BACK 10 NEXT ず 

大切なデータを守るために、セキュリティ機能を使うことをおすすめします。 

• 他のセキュリティ機能については下記をご覧ください。 

• SD セキュリティ （み27ぺージ） 

-内蔵セキュリティ ( TPM ) (今58ぺージ） ：詳しくはを『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧 
<ださい。 


C — バイザーパスワード/ユーザーパスワードを設定する 


ユーザーパスワードを設定する前に、スーパーバイザーパスワードを設定してください。 

1 セットアップユーティリティを起動ずる。 （今53ぺーシ） 

2 「セ丰ュリティ」を選ぶ。 

3 「スーパーバイザーパスワード設定」または「ユーザーパスワード設定」を選び、 Enter を押 
ず。 

4 r 新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、 百巧な を押ず。 

• パスワードがすでに設定されている場合は、「現在のパスワードを入力してください」にパスワードを入力し 
て Enter を押してください。 

♦ パスワードを無効にする場合は、入力欄を空欄にして 百な お^を押してください。 


5 r 新しいパスワードを確認してください」に再度パスワードを入力し、 百巧な を押ず。 

6 確認画面で Enter を押ず。 


7 兩を押し、「はい」を選んで百巧なを押ず。 


お願い 


• パスワードを忘れないようにしてください。スーパーバイザーパスワードを忘れると、パソコンの動作環境の設定 
(パスワード設定、起動ドライブの選択など）がでをなくなります。その場合はご相談窓□にご相談ください。 

• セットアップユーテイリテイを起動しているときは、他の人にパスワードを設定-変更されないようにパソコンか 
ら離れないで < ださい。 






















セキュリティ機能 
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お知らせ 


• パスワードは画面に表示されません。 

• 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字です。 

-大文字、小文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でさません。 

-パスワードの入力に Shift と Ct けは使用できません。 

• スーパーバイザーパスワードを無効にすると、ユーザーパスワードも無効になります。 


パソコンを無断で使用されたくないと 


起動時のパスワードを設定することにより、他の人の無断使用からパソコンを守ることができます。 

1 パスワードを設定し （今10ぺー ン）、 セットアップユーティリティの「セ丰ュリティ」メ 
ニューで r 起動時のパスワード」を「有効」に設定ずる。 （今58ペー シ） 


お知らせ 


• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードが設定されていると、「起動時のパスワード」が「無効」で 
あっても、セットアップユーティリティ起動時にパスワード入力画面が表示されます。 


J \- ドディスク内のデータを読み書きされたくないとき 


J \- ドディスクを別のパソコンに取り付けたとさに、 J \- ドディスクのデータを読み書さされないようにすることがでを 
ます。八ードディスクを元のパソコンに戻すと、データの読み書さがでさます。（八ードディスク保護は、データの完全な 
保護を保証するものではありません。） 


1 セットアップユーティリティの「セ丰ュリティ」メニューで、「八ードディスク保護」を「有 
効」に設定ずる。 （今58ペー シ） 
















セキュリティ機能 
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お願い 


• 元のパソコンでデータの読み書きをするには、セットアップユーティリティの設定が、八ードディスクを取り外す 
前と同じでなくてはなりません。 

• スーパーバイザーパスワードを設定しないと、八ードディスク保護機能は使えません。あらかじめスーパーバイ 
ヴーパスワードを設定しておいてください （今10ペー ン）。 

• 八ードディスクの修理を依頼する際は： 

-「八ードディスク保護」が「無効」になっていることを確認してください。 


お知らせ 


• 八ードディスク保護機能は、内蔵八ードディスクにのみ働さます。外付けの八ードディスクには働きません。 

• 「起動時のパスワード」は、八ードディスク保護機能を有効にするためには必要ありませんが、セキュリティをより 
確実にするために「有効」にしておくことをおすすめします。 







バッテリーパック 
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バッテリー状態表示ランプ 


バッテリー状態表示ランプ：日内蔵 
バッテリーパック、晒拡張バッテリーパック 


バツテリー状態表示ランプ 

バッテリーの状態 

消打 

バッテリーパックが取り付けられていません。または、充電が行われていません。 

オレンジ色点灯 

バッテリーの充電中です。 

緑色点な 

バッテリーの充電完了です。 

緑色点減 

高温モード時に、バッテリー残量が常温モード時の約80%*2になるまで放電してい 
ます （今15ペー シ）。 この状態でバッテリーパックを取り外さないでください。 

ホ色点な 

バッテリー残量が、約9%下になっています。 

ホ色点滅 

バッテリーパックまたは充電回路が正常に動作していません。 

オレンジ色点滅 

下の理由で、バッテリーは一時的に充電でをない状態です。 

-内部の温度が充電巧能範囲外になっている。 

-消費電力量の多いアプリケーションソフトまたは周辺機器を起動しているため、 
充電するための電力が不足している。 

緑色とオレンジ色が交互に 
点滅 

低温時に八ードディスクが誤動作するのを防ぐため、八ードディスクをウォームアッ 
プしています。ウォームアップ後、パソコンは自動的に起動します。 


内蔵バッテリーパックのみ 

高温モード時におけるバッテリー残量 100 %は、常温モード時の 80 %と同等です。 


お知らせ 


• 過充電を防ぐため、いったんバッテリーが満充電になると、バッテリー残量が約 95% iU 下になるまで再充電されま 
せん。 

















バッテリーパック 
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ッテリー残■を確認ずる 


バッテリー残量を画面上で確認でをます。 

( Windows に□グオンした後） 


面+国を押す。 

• バッテリーパック装着時（例) 



:常温モード時 （今15ぺージ) 


型 


:高温モード時 


バッテリーパック未装着時 



(今15ページ） 


左：内蔵バッテリーの残量 

ち：拡張バッテリー（別売り）の残量 


お知らせ 


• 次のような場合、表示されるバッテリー残量と実際のバッテリー残量が合わないことがあります。正しく表示させ 
るにはバッテリー残量表示補正 （今17ペー シ） を行ってください。 

-バッテリー状態表示ランプの赤色点なが長く続く。 

-バッテリー状態表示ランプがオレンジ色に点なし、「99%」の表示が長く続く。 

-使用時間が短いにもかかわらず、バッテリー状態表示ランプが赤色に点好する。 

AC アダプターを接続せずに長時間スタンバイ状態にしているときに起こります。 

• バッテリーの残量表示が「電源オプションのプ□パティ」の「電源メーター」と異なる場合がありますが、故障で 
はありません。 



















ノくツテリーパック 夺 BACK 15 NEXT ず 


局温 t — 


パソコンを高温環境下で使用したり、満充電の状態で長時間使用するとさは、高温モードにするとバッテリーの劣化を防 
ぐことがでさます。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューの「環亂を「自動」（工場出荷時の設定）または「高溫」にしてくだ 
さい。 （今55ぺージ） 


お知らせ 


• 高温モード時におけるバッテリー残量100%は、常温モード時のバッテリー残量80%と同等です。 

• 「常温」から「高温」またはその逆に切り替えると、バッテリーがいったん完全に充電または放電されるまで、バッ 
テリー残量が正しく表示されません。 

• 「自動」モード： 

いったん常温モードから高温モードへ自動的に切り替わると、バッテリーの劣化を防ぐために、切り替え後の充電 
量の合計が満充電量の約5倍になるまで常温モードに切り替わりません。 






バッテリーパック 

バッテリー残量びかなくなったときの動作 
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工場出荷時の設定は iU 下のとおりです。 


バッテリー残量が10%に なったら 
「バッテリー低下アラーム」 

バッテリー残量び5%になった5 
「バッテリー切れアラーム」 

• 残量が少ないことを知らせるメッセージを表示しま 
す。 

丄 

• 残量が少ないことを知らせるメッセージを表示し、そ 
の後休止状態に入ります。 

丄 

充電が必要です。 

AC アダプターを接続するか、バッテリーパックを交換し 
て、パソコンを起動してください。 

• AC アダプターをすぐに接続してください。 AC アダプ 
ターがない場合は、動作中のプ□グラムを終了し、 
Windows を終了して電源状態表示ランプが消えている 
ことを確認してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックがある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

• AC アダプターを接続し、バッテリーを充電してくださ 
い。 

♦ 充電してある予備のバッテリーパックがある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

バッテリー切れで休止状態になった場合、そのままリ 
ジュームすると、 Windows が正常に起動しなかった 
り、アラーム機能が正常に動作しなくなる場合があり 
ぶ9 〇 

スタンバイ状態のときは、バッテリーパックを交換しないでください。 







バッテリーパック 
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バッテリー容量を正確に表示させる（バッテリー残量表示補正) 


バッテリー残量表示補正機能を使うと、バッテリー容量を計測し記憶させることができます。バッテリー残量を正確に表 
示させるために、この機能を使っていったん満充電にしてから完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後す 
ぐに、少なくとも一度は行ってください。バッテリー残量表示補正は、通常3か月置きに実施してください。長くバッテ 
リーパックをお使いの間には、バッテリーパックの劣化などにより、残量が正確に表示されなくなる場合があります。そ 
の場合もこの操作を行つてください。 


ブ AC アダプターを接続ずる。 

2 ずべてのアプリケーションソフトを終了ずる。 

3 バッテリー残量表示補正を実行ずる。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[パ'ッテリー残量表示補正ユーテイリテイ]をクリックする。 

② 確認メッセージが表示されたら、[開始]をクリックする。 

• バッテリー残量表示補正を頻繁に行うと、バッテリーが劣化する原因になります。前回補正してから約1か 
月1ソ内に実行すると、注意を促すメッセージが表示されます。その場合は、バッテリー残量表示補正を実 
巧しないでください。 

③ Windows を終了するメッセージが表示された5、[はい]をクリックする。 

バッテリー残量表示補正が始まります。 

満充電になった後、バッテリーの放電が始まります。放電が完了すると、自動的に電源が切れます。 

バッテリー残量表示補正が終了すると、通常の充電が始まります。 


お知らせ 


• 10で〜30での温度環境で実行してください。 

• バッテリー容量が大きいため、バッテリー残量表示補正に時間がかかりますが、故障ではありません。 

• 満充電にかかる時間：最大約5時間 

-完全放電にかかる時間：約5時間（タッチパネル内蔵モデルのみ） 

約6時間（タッチパネル内蔵モデル iU 外） 

• バッテリー残量表示補正実行中にパソコンの電源を切ると（停電や、誤って AC アダプターまたはバッテリーパック 
を取り外すなど)、バッテリー残量表示は補正されません。 

• バッテリー残量表示補正は、次の手順でも実行でさます。 

① パソコンを再起動する。 _ 

② パソコンの起動後すぐ、 [ Panasonic ] 起動画面が表示されている間に II を押す。 

③ バッテリー残量が表示されたら 巧巧 玩^ を押す。 

④ 画面の指示に従って操作を行5。 









バッテリーパック 
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バッテリーパックを交換ずる 


バッテリーパックに F - VZSU 46) は消耗品のため、交換が必要になります。バッテリーによる駆動時間が著しく短くなり、 
バッテリー残量表示補正を実行した後でも性能が回復しない場合は、新しいものと交換してください。 

必要な場合は、拡張バッテリーパックをマルチメディアポケットに取り付けてください。 （今20ページ） 


お願い 


• バッテリーパックは、お買い上げ時には充電されていません。初めてお使いになる前に必ず充電してください 。 AC 
アダプターを接続すると自動的に充電が始まります。 

• スタンバイ状態に入っているとさは、バッテリーパックの取り外しや交換を行わないでください。データが失われ 
たり、パソコンが故障する可能性があります。 


ブ パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取り外ず/取り付ける。 

• 取り外すには 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックを外す。 

② ラッチ （ A ) を押し下げて、カバーを開ける。 


③ バッテリーパックのタブ （ B ) を引いてス□ットから取り出す。 

















バッテリーパック 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパックを挿入する。 

② カチッと音がするまでカバーを閉じる。 


③ ラッチ （ C ) を左にスライドして、カバーを□ックする。 




お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際にバッテリーパックが落ちないよう、ラッチが正しく□ックされていることを確認してくだ 
さい。 


鎮 

Li-ion 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るため 
に、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ちください。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳しくは、社団法人電池工業会にご確認ください。 

電話： 03-3434-0261 

ホームぺージ： http :// www . baj . or . jp / (2006 年12月現在） 

















マルチメディアポケット 
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次の機器のいずれかを装着することがでさます。 

• DVD - ROM & CD - R / RW ドライブパック（別売り） 

• DVD MULTI ドライブパック（別売り） 

• 拡張バッテリーパック（別売り） 


お願い 


• スタンバイ•休止状態中や、マルチメディアポケット状態表示ランプ晒または八ードディスク状態表示ランプ貨 
点な中は、マルチメディアポケット機器の取り付け-取り外しを行わないでください。 


お知らせ 


• 最新の製品情報についてはカタ□グなどをご覧ください。 
• 各機器の取扱説明書をよくお読みください。 



■ マルチメディアポケット機器を取り付ける 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開ける。 



2 機器の両端を押しなが！5、奥までしっかりとマルチメディアポケットに 
挿入ずる。 

• 取り出し八ンドル （ B ) を押し込んでください。 

• ラベル面を上にして機器を挿入してください。 



3 カチッと音がずるまでカバーを閉じる。 
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■ マルチメディアポケット機器を取り外ず 

1 マルチメディアポケット機器の停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイの M をダブルクリックする。 

② マルチメディアポケット機器を選択し、[停止]をクリックする。 

③ 画面の指示に従って操作を行5。 

④ マルチメディアポケット状態表示ランプ晒、八ードディスク状態表示ランプ貨が消なしていることを確認す 
る。 

• 次の場合、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってから機器を取り外すとさ 
- H が表示されていないとさ 
-手順 ② で、取り外す機器が一覧にないとさ 
-拡張バッテリーパックを取り外すとき 

2 ラッチをスライドしてカバーを開ける。 

3 取り出し八ンドル （ C ) を押ず。 

取り出し八ンドルが出てさます。 

4 取り出し八ンドル （ C ) を引いて機器を途中まで引き出し、機器の両側 
面を持って最後まで引き出ず。 



お願い 


• 機器は両側面を持ってください。他の部分を持つと、機器が損傷する可能性があります。 

• マルチメディアポケット側を持ち上げて、パソコンを傾けた状態で機器を挿入する場合は、衝撃を与えないようま 
意してください。 


お知らせ 


• 画面ち下のタスクトレイの 圍を ダブルクリックするか、セットアップユーティリティの「情報」メニュー （今54 
ページ） を見ると、機器（拡張バッテリーパックを除く）が認識されたかどうか確認することがでさます。拡張 
バッテリーパックを使用しているときは、 fo + f さを押してください。機器が認識されない（またはメディアにアク 
セスできない）場合は、パソコンの電源を切り、機器を挿入し直してください。 
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次のカードを挿入することができます。 

• エクスプレスカードス□ット （ A ) : ExpressCard /34 または ExpressCard /54 ii ^因 

• PC 力ードス□ット （ B ) : PC 力ードタイプ I (3.3 mm ) またはタイプ n (5.0 mm ) ~ I ~ - 


お知らせ 


• 下記のカードは使えません。 

PC カードタイプの （10.5 mm )、 ZV カード、 SRAM カード 、 FLASH ROM カード （ ATA インターフェースタイプを除 
く）、その他の動作電圧 12 V を必要とするカード 


カードの取り付け/取り出し 


準備 

カードのドライバーが入ったメディア （ CD - ROM など）に対応する機器を取り付けてください。ドライバーのイン 
ス I -ール画面が表示された後でマルチメディアポケットに機器を挿入しても、認識されません。 

■ カードを取り付ける 


ブ ラッチ （ C ) をスライドしてカバーを開ける。 


2 カードのラベル面を上にして、エクスプレスカード（左ス□ット) 
( D ) または PC 力ード（もス□ット ）（ E ) を、ス□ットの奥まで 
しっかりと挿入ずる。 

• 詳しくはカードの取扱説明書をご覧ください。 


























PC 力ード/エクスプレスカード 
■ カードを取り出す 
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1 カードの停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの H をダブルクリックし、カードを選択して[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行5。 

♦ パソコンの電源を切ってからカードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 


2 カバーを開けて、カードを取り出ず。 

• エクスプレスカード （ F ) 

① カードを押す。 

ス□ットからカードが少し出てきます。 

② カードをまっすぐ引き抜く。 

参 PC 力ード （ G ) 

① 取り出しボタンを押す。 

ス□ットからカードが少し出てきます。 

② カードをまっすぐ引き抜く。 



お知らせ 


• カードの定格を確認して、動作電流がカードス□ットの許容電流を超えないようにしてください。許容電流を超え 
ると、故障の原因になります。 

許容電流： 3.3 V : 400 mA 、 5 V ： 400 mA 
• カードによっては同時に使用でさない場合があります。 

• カードの取り付け/取り出しを繰り返していると、認識されなくなることがあります。その場合は、パソコンを再 
起動してください。 

• スタンバイ•休止状態からリジュームした後で、パソコンが動作しなくなったときは、カードの出し入れを行って 
ください。それでも正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• カード挿入時は、電力消費量が増加します。カードを使用していないとさ、特にバッテリー電力で操作していると 
さは、 PC カードを取り外しておいてください。 

• PC カードやエクスプレスカードを使って周辺機器 （ SCSI 、 IEEE 1394 など）を接続する場合は、下記の手順に従っ 
てください。（手順は一例です。） 

① 周辺機器をカードに接続する。 

② 周辺機器の電源を入れる。 

③ ス□ットの奥までしっかりとカードを挿入する。 



















SD メモリーカード 
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• 本機の SD メモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカード専用です（セキュア対応（著作権保護機能付き )）。 SDHC メ 
モリーカード （4 GBiU 上の容量を持つ SD メモリーカード）には対応していません。 

SDHC メモリーカードを使う場合は 、 SDHC メモリーカードに対応した PC 力ードアダプターまたは USB リーダー / 
ライターなどが必要です。 

• miniSD メモリーカードおよび microSD メモリーカードを使う場合は、必ず専用の miniSD メモリーカードアダプターまた 
は microSD メモリーカードアダプターに装着し、アダプターごと抜き挿ししてください。ス□ット内にアダプターを残 
さないで < ださい。 

参本機で SD メモリーカードをフオーマットする場合は、 Windows の「フオーマット」ではなく 、 SD メモリーカード 
フオーマットソフトウエアをお使いください。 

このソフトウエアは下記のホームページからダウン□ー ドでさます。 
http :// panasonic . jp / support / audio / sd / download / sd _ formatter.html 

• 他の機器で SD メモリーカードを使う場合は、その機器で力ードをフオーマットしてください。詳しくは各機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

• SD メモリーカードは、インターネットなどのコンテンツ配信サービスに対応しています（セキュア対応（著作権保護機 
能付さ)）。 

取り扱いおよび保管上のお願い 

• パソコンからカードを取り出した後は、ケースに入れて保管してください。 

• 次のことを行わないでください。 

-分解や改造 

-強い衝撃を与える、巧げる、落とす 
-端子部に指や金属で触れる 

-貼られているラベルをはがしたり、新たにラベルやシールを貼る 
• 次のような場所には置かないでください。 

-直射日光のあたるところや車内など、温度が高くなるところ 
-ほこりの多いところや湿度の高いところ 
-腐食性のガスなどが発生するところ 

データの取り扱い上のご注意 

• カードの書き込み禁止スイッチ （ A ) を 「 LOCK 」 側にしてください。データの録音 \ 


(チェックアウト)、保存、編集などをするときには解除してください。 

• 大切なデータは他のメディアにもバックアップしておくことをおすすめします。 

♦ 廃棄するとさは、個人データなどの流出を防ぐために、金植などで物理的に破壊すること 



をおすすめします。 
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SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お願い 


• Windows の□グオン画面またはデスクトップ画面が表示されるまで、 SD メモリーカードの取り付け-取り出しは行 
わないで < ださい。 

• 次の場合は、カードを取り出したりパソコンの電源を切ったりしないでください。データが壊れることがあります。 

-スタンバイまたは休止状態のとき 
• 書さ込み操作の直後 

書き込み操作の直後は、パソコンがカードにアクセスを続けていることがあります。操作が完了する前にカードを 
取り出すと、データが壊れたり、カードに正常にアクセスでさなくなるおそれがあります。 

• お客さまが記録したデータの損失ならびにその他の直接、間接の障害につさましては、当社は一切の責任を負いか 
ねますので、あらかじめご了承ください。 

• 無理にカードを引さ抜かないでください。ス□ットが傷つく場合があります。 

• カードは正しい向さに挿入してください。誤って挿入すると、カードとス□ットが損傷する場合があります。 

♦ スタンバイ•休止状態からリジュームした後、約30秒間は SD メモリーカードにアクセスしないでください。 


■ カードを取り付ける 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 カードのラベル面を上に 
して、角が欠けた方か！ 5 挿入ずる。 


■ カードを取り出す 

準備 

• データを保存し、すべてのアプリケーションソフトを終了してください。 



• カバーを開けて、 SD メモリーカード状態表示ランプ画 （ B ) が消えていることを確認 
して < ださい。 

1 カードの停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイの 圍を ダブルクリックして、 [ SD 記憶装置デバイスを 
クリックし、[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行5。 

• パソコンの電源を切ってからカードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 
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2 カードを取り出ず。 

① カードを押す。 

ス□ットからカードが出てさます。 

② カードをまっすぐ引き抜く。 
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下記の場合、パスワード入力の代わりにセキユリテイを設定した SD メモリーカードを使用することがでさます。 SD メモ 
リーカードをフォーマットし、必要な設定をしてください。 

• パソコンを起動するとさ 
• Windows に□グオンするとき 

• スタンバイ*休止状態 • スクリーンセーバーからリジユームするとさ 


お知らせ 


参 SD メモリーカードが使えない場合は、スーパーバイヴー J くスワードまたはユーヴー J くスワードを入力するとノくソコ 
ンを起動することができます。また、□グオン用パスワードを入力すると Windows に□グオンできます。 

参フォーマツトされた SD メモリーカードをお使いください。 （今 24 ぺー ジ） 

• この機能は内蔵 SD メモリーカードス□ツトでのみ使用でさます。 USBIJ —夕'一/ライターなどでは使用でさませ 

• セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードは、通常のメモリーカードとして本機や他の機器上で使うことがで 
さます。 

• 1枚のセキュリティ用 SD メモリーカードを、複数のパソコンで使うことができます。ただし、そのカードを使って 
Windows に□グオンする場合は、ユーザー名とパスワードの組み合わせをすべてのパソコンで同じものにしてくだ 
さい。 


SD 力ード設定 


準備 

• パソコンの起動に SD メモリーカードを使う場合 

セットアップユーティリティでスーパーバイザーパスワードを設定してください （今10ページ)。 （手順を進める間 
に設定することもできます。） 

• Windows の□グオン時、またはスタンバイ.休止状態.スクリーンセーバーからのリジューム時に SD メモリーカー 
ドを使う場合 

Windows □グオン時のユーザー名とパスワードを、[コント□—ルパネル]であ5かじめ設定してください。詳しくは 
Windows のヘルプをご覧ください。 

1 コンピューターの管理者の権限で Wi ndows に□グオンずる。 

2 SD メモリーカードを SD メモリーカードス□ットにセットずる。 

に D 記憶装置デバイス」画面が表示された場合は、[何もしなし、]をクリックして、 [OK] をクリックしてくださし、。 

3 SD カード設定プ□グラムを起動ずる。 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] - [SD 力ード設定]をクリックする。 
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4 「 SD カード-スターターへようこそ」画面で[次へ]をクリックずる。 

5 力ードのセット方法 （ A ) を選ぶ。 A 

[セツトしたまま] 

SD メモリーカードを挿入しそのままにしておきます。 

(後で取り出すことがでさます。） 


[セットして巧く] 

SD メモリーカードを挿入してから取り出します。 

Windows の□グオン時、またはスタンバイ-休止状態-スクリーンセーバーから 
のリジューム時には、ビープ音が鳴ってカードが認識されてから SD メモリーカー 
ドを取り出してください。音声出力をオフにしているとビープ音は鳴りません。 

• この設定を各パソコンで行ってください。同じパソコン上では、別の SD メモリーカードであっても、異なる 
設定をすることはできません。 

• パソコンの起動と Windows への□グオンに異なる設定をする場合 

この画面では、 Windows に□グオンするための SD メモリーカードのセット方法を設定してください 。 SD 
カード設定を終えてから、セットアップユーティリティを起動し、「セキュリティ」メニューの rSD のセット 
方法」で、パソコンを起動するためのカードのセット方法を選んでください （今58ペー ン）。 

6 必要な設定をずる。 

パソコンの起動にカードを使う場合 
SD メモリーカードをパソコンに登録する。 

• SD メモリーカードは2枚まで登録でさます。 （2 枚目の SD メモリーカードを設定するには 今29ぺー ジ)。 

① [コンピューターの起動時に使用する] ( B ) にチェックマークを付け、[次へ]をクリックする。 

② [設定後、コンピューターを再起動する]をクリックし、[完了]をクリックする。 

③ スーパーバイザーパスワードを入力し、 [ OK ] をクリックする。 

• スーパーバイザーパスワードが設定されていない場合は、画面の指示に従って、スーパーバイザーパスワード 
を設定してください。 

♦ 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字です。 

-大文字、小文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でさません。 

- パスワー ドの入力に Shift と Ctrl は使用できません。 


Windows の□グオン時に力ードを使う場合 

[コント□ールパネル]で設定した Windows の□グオン時のユーザー名とパスワードが、 SD メモリーカードに登録 
されます。 


B C 
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① [Windows の□グオン時に使用する] ( C ) にチェックマークを付け、[次へ]をクリックする。 

② [設定後、コンピューターを再起動する]をクリックし、[完了]をクリックする。 

③ Windows の□グオン時のユーザー名とパスワードを入力する。 

• この設定をした後は、次の機能が働かなくなります。 

• 「よ5こそ」画面の表示 
. ユーザー簡易切り替え機能 
-リモートデスクトップ機能 

参[ユーヴー名をチェックしない]にチェックマークを付けると、 Windows のユーヴー名とは異なるユーヴー名を 
登録することがでさます。確認メッセージで[はい]をクリックしてください。設定終了後、パソコンを再起 
動して Windows に□グオンするときに、 SD メモリーカードを使わずに Windows のユーザー名とパスワード 
を入力する必要があります。 

• [ private ] フォルダーが SD メモリーカードの中に作られ、暗号化された Windows □グオン時のユーザー名とパス 
ワードが登録されます。 

[ private ] フオルダーは削除しないでください。 Windows □グオン時に SD メモリーカードを使用できなくなり 
ぶ 9 〇 


パソコンの起動と Windows の□グオンの両方にカードを使う場合 

[コンピューターの起動時に使用する]と [Windows の□グオン時に使用する]の両方にチてックマークを付け、上記 
の手順を行ってください。 


お願い 


• 設定した SD メモリーカードは失くさないようにしてください。 

• 設定した SD メモリーカードをス□ットに挿入したままパソコンから離れないでくださし、。 


■ 設定内容を変更する/他の SD メモリーカードを設定する 

① SD 力ード設定プ□グラムを起動する。 （今 27ぺーン 手順 ブ〜ぶ 
初回起動時とは画面が異なります。 

② 設定を変更する。 

[このコンピューターの設定] 

本機に登録されている設定を変更でさます。 

[この SD の設定] 

挿入している SD メモリーカードの設定を変更でさます。 

③ [ OK ] をクリックする。 

④ 必要な設定をする。 

• 初回起動時の設定手順をご覧ください。 （今 28ページ 手順の 
• 先に進むのにパスワード入力が必要な場合があります。 
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⑥ パソコンを再起動する。 


■ セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードを無効にするには 

セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードを失くした場合は 、 SD メモリーカードを無効にし、他人が起動したり □ 
グオンしたりするのを防いで < ださい。 


パソコンの起動に SD メモリーカードを使っている場合 

① SD カード設定プ□グラムを起動する。 （今 27ページ 手順 ブ〜ぶ 
現在の設定が表示されます。 

② [コンピューターの 起動時に SD を使用する]からチェックマークを外す。 

③ [ OK ] をクリックし、画面の指示に従って操作を行う。 

本機に登録されているすべての SD メモリーカードがパソコンの起動に使えなくなります。 

• [コン ピューターの起動時に SD を使用する]に再びチェック マー クを付けても、登録されていた SD メモ リー 
カー ドで起動することはできません。 

Windows の□グオンに SD メモリーカードを使っている場合 

① Windows □グオン時のパスワードを変更する。 

その SD メモリーカードを使って Windows に□グオンすることができなくなります。 


RAM モシユ^ル ♦ BACK 31 NEXT 卡 

下記の仕様に適合する RAM モジュールを使用してください。他のモジュールを使うと、正常に動作しないだけでなく、故 
障の原因になることがあります。 

RAM モジュール仕様： 

200ピン、 SO - DIMM 、1.8 V 、 DDR 2 SDRAM 、 PC 2-4200 

(推奨品については、当社の最新のカタ□グやホームページでご確認ください。） 


お願い 


• RAM モジュールは、静電気の影響を非常に受けやすいため、人間の体内に蓄積された静電気により損傷する場合が 
あります。 RAM モジュールの取り付け•取り外しの際には、本体内部の部品や端テに触れないようにし、異物がス 
□ットに入らないようにしてください。機器が破損したり、火災、感電の原因になります。 


RAM モジユー J レの取り付け/取り外し 


ブ パソコンの電源を切る。 

•スタンノ くイ機能や休止状態機能は使わないでください。 


2 


3 


AC アダプターを取り外し、バッテリーパックを取り外ず。 （今 18ペー シ） 

• マルチメディアポケットに拡張バッテリーパックが取り付けられている場合は、拡張バッテリーパックも取り 
外してください。 


パソコン底面のネジ （ A ) とカバー （ B ) を取り外ず。 



B 
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4 RAM モジュールを取り付ける/取り外ず。 

• 取り付けるには 

① モジュールを少し傾け、ス□ットに挿入する。 

② 左 ちのフック （ C ) で□ックされるまでモジュールを倒す。 



• 取り外すには 

① 左 ちのフック （ C ) をゆっくり開く。 
モジュールが持ち上がります。 

② モジュールをゆっくりとス□ットから取り外す。 

5 カバーとバッテリーパックを取り付ける。 



お知らせ 


• 挿入しにくい、または倒しにくい場合は、無理に力を加えず、モジュールの方向を再度確認してください。 

• ネジ山をつぶさないよう、適切なドライバーを使用してください。 

• RAM モジュールが正しく認識されている場合は、セットアップユーティリティの「情報」メニューに合計メモリー 
サイズが表示されます。 （今 54ぺ ーシ） 

RAM モジュールが認識されていない場合は、パソコンの電源を切り、 RAM モジュールを取り付け直してください。 
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画面の表示先を外部ディスプレイに切り替えることがでさます。 

外部ディスプレイを外部ディスプレイコネクター （ A ) に接続してくださし、。 


お知らせ 



• 休止状態からのリジューム後または再起動後の表示先は、休止状態に入る前または再起動前と異なる場合がありま 
す。 

• Windows の起動後に表示先を切り替える場合、切り替えが完了するまでキーに触れないでください。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用してユーザーを切り替えると、表示先をで切り替えられなくなることが 
あります。その場合はすべてのユーザーを□グオフし、パソコンを再起動してください。 

• [コマンドプ□ンプト]を全画面表示にしているとさは、表示先を切り替えることがでさません。 

• 外部ディスプレイのみを使用する場合は、内部 LCD のみ、または同時表示をする場合とは別に、外部ディスプレイ 
に適した色数、解像度、リフレッシュレートを設定してください。 

設定によっては、外部ディスプレイ画面が乱れたり、マウスカーソルが正しく表示されない場合があります。その 
場合は設定値を下げてください。 

• 同時表示しているときは、 DVD - Video 、 MPEG ファイルなどの動画がスムーズに再生されない場合があります。 

• 外部ディスプレイの取扱説明書をよくお読みください。 

• プラグアンドプレイに対応していない外部ディスプレイを接続する場合は、下記メニューで適切なドライバーを選 
択するか、外部ディスプレイに付属のドライバーディスクを使用してください。 

[スタート] - [コント□-ルパネル]-[デスクトップの表示とテーマ]-陋面]-[設定]-[詳細設定]-[モニタ]-口□パ 
ティ]- [ ドライバ]- [ ドライバの更新] 

• 画像が正しく表示されない場合は、下記メニューで[八ードウエアアクセラレータ]の値を下げてください。 

[スタート]-ロント□-ルパネル]-[デスクトップの表示とテーマ]-陋面]-[設定]-[詳細設定]-[トラブルシューティ 
ング] 


お願い 


• 外部ディスプレイを取り外す前に、 f 0+@ を押して内部 LCD に切り替えてください。切り替えをしないと、取り外 
す前と後で画質が異なる場合があります（解像度が正しくないなど)。その場合は、を押して画質をリセッ 
卜してください。 

• 次の操作を行うと、画面が乱れる場合があります。その場合はパソコンを再起動してください。 

-高解像度または高リフレッシュレートに設定した外部ディスプレイを取り外す 
-パソコン操作中に外部ディスプレイの接続や取り外しを行う 
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表示巧を切り替える 


ブ 西+固を押ず。 

押すたびに 

内部 LCD 今同時表示今外部ディスプレイ 

4. I 


拡張デスクトップモードを使う 


拡張デスクトップモードでは、内部 LCD と外部ディスプレイをひと続きの作業領域として使うことができます。内部 LCD 
と外部ディスプレイの両方に渡ってオブジェクトをドラッグすることがでさます。 


1 [Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for mobile] 画面を表示ずる。 

[スタート]-[コント□—ルパネル]-[コント□—ルパネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) GMA Driver for Mobil ^- 
[ディスプレイデバイス]をクリックする。 

2 [拡張デスクトップ]をクリックし、[プライマリデバイス]と[セカンダリデバイス]を設定ずる。 

3 [0K] をクリックずる。 

確認メッセージで [0 K ] をクリックしてください。 


お知らせ 


♦ アプリケーションソフトによっては、拡張デスクトップモードを使用でさない場合があります。 

• 最大化ボタンをクリックすると、どちらか一方のディスプレイに最大表示されます。最大化したウィンドウをもう 
一方のディスプレイに移動することはでさません。 

• fn +@ を押してディスプレイを切り替えることはできません。 

• キーの組み合わせを押すと表示されるポップアップウィンドウは、プライマリーデバイスにのみ表示されます。 

• <タッチパネル内蔵モデルのみ> 

タッチパネルを使用しているときは、内部 LCD をプライマリーデバイスとして設定してください。内部 LCD に触れ 
ると、プライマリーデバイス上でカーソルが動さます。 
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USB 機器の取りがけ/取りがし 


準備 

ドライバーが入ったメディアに D - ROM など）に対応する機器を取り付けてください。ドライバーのインス!ル 
画面が表示された後でマルチメディアポケットに機器を挿入しても、認識されません。 

■ USB 機器を取り付ける 


1 カバーを開け、 U 犯機器を USB ポート （A、B、C のいずれか）に 
接続してください。 

詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧ください。 


■ USB 機器を取り外す 



A BC 


ブ USB 機器の停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイのをダブルクリックし、 USB 機器を選んで[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行5。 

♦ 次の場合は、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってから機器を取り外すとさ 
- ^ が表示されていないとさ 
-手順 ① で、取り外す機器が一覧にないとさ 

2 USB 機器を取り外ず。 


お知らせ 


• USB 2.0 対応のプリンターは、 USB ポート （ C ) に接続してください。 USB ポート （ A または B ) に USB 2.0 対応のプ 
リンターを接続して取り外すと、 USB ポート （ C ) が停止する場合があります。その場合はパソコンを再起動してく 
ださい。 

• USB 2.0 対応のプリンター外の機器を USB ポート （ C ) に接続して、 USB ポート （ C ) が停止状態になる場合は、 
別の USB ポートに接続してみてください。 

• USB 機器を使うには、ドライバーのインストールが必要な場合があります。詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 
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• USB 機器を別の USB ポートに接続し直すとさは、ドライバーのインス I -ールが再度必要になる場合があります。 

• USB 機器が接続されていると、スタンバイ機能や休止状態機能が正常に働かない場合があります。パソコンが正常 
に起動しない場合は、 USB 機器を取り外し、パソコンを再起動してください。 

• USB 機器を抜き挿しすると、 思が デバイスマネージャに表示され、機器が正しく認識されないことがあります。その 
場合は、機器を再度抜さ挿ししてください。 

• USB 機器が接続されていると、電力消費量が増加します。特にバッテリー電力で操作しているとさは、使用してい 
ない USB 機器を取り外しておいてください。 


IEEE 1394 機器 t BACK 37 NEXT * 

デジタルビデオカムコーダーなどの IEEE 1394 対応機器を接続することびできます。 


お知らせ 


• IEEE 1394 機器を使うには、ドライバーのインストールが必要な場合があります。詳しくは IEEE 1394 機器の取扱説 
明書をご覧ください。 


■ IEEE 1394 機器を接続する 

準備 

ドライバーが入ったメディアに D - ROM など）に対応する機器を取り付けてください。ドライバーのインス!ル 
画面が表示された後でマルチメディアポケットに機器を挿入しても、認識されません。 


1 パソコンと IEEE 1 394機器の電源を入れる。 

2 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 IEEE 1394 機器を 
IEEE 1394 コネクター ( B ) に接続ずる。 

詳しくは IEEE 1 394機器の取扱説明書をご覧ください。 



■ IEEE 1 394機器を取り外す 


お願い 


• 必ずパソコンの電源を切ってから IEEE 1 394機器の電源を切ってください。 


1 パソコンの電源を切り、 IEEE 1394 コネクターか5ケーブルを取り外ず。 

2 IEEE 1 394機器の電源を切り、ケーブルを取り外ず。 
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内蔵モデムと電話コンセントを接続する 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、モジュラーケーブ J レ 
(付属） （ C ) を使って、電話コンセント （ B ) に接続ずる。 

• 突起部 （ D ) の形がコネクターに合うようにし、カチッと音がするまで挿入し 
て < ださい。 

2 [スタート]-ロント□-ルパネル]-ロリンタとその他の八ードウェ 
ア]-[電話とモデムのオプシヨン]をクリックし、必要に応じて設定 
を変える。 


お知らせ 



• 通信中は、スタンバイ機能や休止状態機能を使わないでください。 

• ケーブルを取り外すときは、突起部 （ D ) を押さえたまま引き抜いてください。 

• モデムは一般電話回線で使用してください。 

• 本機のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機が不要となる場合は、 NTT へご連絡ください。ご連絡いただいた 
曰をもって、「機器使用料」は不要となります。詳しくは、局番なしの116番（無料）へお問い合わせください。 
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モデムリングリジューム機能 


モデムに接続した回線に電話がかかると、パソコンがスタンバイ状態からリジュームします。 

この機能を使うには、電話の待ち受け状態を保持でさるソフトウェアが必要です。また、リジュームした後パソコンをス 
タンバイ状態にする場合もソフトウェアが必要です。詳しくはソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。 

■ モデムリングリジューム機能を有効にずる 

1 [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ード 
ウェア]-[デバイスマネージャ]-[モデム]をクリックし、内蔵モデムをダブルクリックずる。 

2 [電源の管理]をクリックし、[このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるよ 

うにずる]をクリックしてチェックマークを付け、 [0 K ] をクリックずる。 

■パソコンびスタン/ (イ状態に戻る時間を設定ずる 

通信が完了していなくても、設定時間繳こパソ]ンがスタンバイ状態に入ります。[なし]に設定しておくと、通信の途中 
でスタンバイ状態に入ることはありませんが、リジュームした後スタンバイ状態に戻りません。 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[電源設定]をクリッ 
クする。 

② 通信時間を予測して、スタンバイ状態に戻る時間を設定する。 


お知らせ 


• パソコンの電源がオフのとき、または休止状態のとさは、この機能は使えません。 

• AC アダプターを接続してください。 

• スタンバイ状態からリジュームした後も、画面は暗いままです。キーボードやフラットパッド、タッチパネル 
(タッチパネル内蔵モデルのみ）に触れると、元の画面が表示されます。 

• 内蔵モデムに接続されている電話 iU 外ではリジュームできません。 （ PC カードモデムなどは使えません。） 

• パソコンが起動するのに時間がかかるため、通常より呼び出し時間を長く設定してください。送信側で呼び出し音 
を長く設定でさない場合は、電話の待ち受け状態を保持でさるソフトウエアで、着信までのベル回数を少なく設定 
して < ださい。 
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接続ずる 


ブ パソコンの電源を切る。 

•スタンノ くイ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、ケーブルを接続ずる。 

LAN ケーブルを使って、 LAN コネクター （ B ) とネットワークシステム（ヴー 
バーや八ブなど）を接続します。 

3 パソコンの電源を入れる。 



LAN Wake up 機能 


お知らせ 


• セットアップユーティリティでパスワードを設定し、「起動時のパスワード」を「有効」に設定している場合でも、 
起動やリジュームの際にパスワードの入力は必要ありません。 

• AC アダプターを接続してください。 

• 次の場合はこの機能が働さません。 

-電源スイッチを4秒 iU 上スライドさせてパソコンの電源を切ったとさ（フリーズした後など） 

- AC アダプターとバッテリーパックをいったん取り外し、再度パソコンに取り付けたとき 
• パソコンがスタンバイからリジュームした後も、画面は暗いままです。キーボードやフラットパッド、タッチパネ 
ル（タッチパネル内蔵モデルのみ）に触れると、元の画面が表示されます。 
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Power On by LAN 機能を有効にする 


内蔵 LAN コネクター経由でネットワークサーバーからアクセスすると、自動的にパソコンの電源が入ります。 

1 セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「Power On by LAN 機能」を「許可」に 
設定ずる。 （今 57ペー ソ） 

2 r [重要]お知！5せ」画面で、 百巧品 を押ず。 

3 円面を押し、「はい」を選んで 百巧な を押ず。 

4 コンピューターの管理者の権限で Wi ndows に□グオンずる。 

5 [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ード 
ウェア]-[デバイスマネージャ]-[ネットワークアダプタ]をクリックし 、 [Generic Marvell 
Yukon Chipset based Ethernet Controller ] または [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit 
Ethernet Controller ] をダブルクリツクずる。 

6 [詳細設定]-[シャットダウンか! 5 のウェイクアップ]をクリックし、[値に[オン]を選んで [0 K ] 
をクリックずる。 


お知らせ 


• ネットワーク上の別のパソコンが意図せずアクセスをすると、パソコンがリジュームすることがあります。 

次の手順で、意図しないアクセスによるリジュームを防ぐことができます。 

① [ スタート ]- [コン ト□ー ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システム]-[八 ー ドウ エア ]- [デバイスマ 
ネージャ ]- [ネッ トワークアダプタ]をクリックし、 [Generic Marvell Yukon Chipset based Ethernet Controller] ま 
たは [Marvell Yukon 88E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller] をダブルクリックする。 

② [詳細設定]-[ウェイクアップ機能]をクリックし、[値に[マジックパケット]を選んで [OK] をクリックする。 

参 Windows を強制終了すると、 Power ON by LAN 機能は働きません。 
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Wake Up from LAN 機能を使う 


内蔵 LAN コネクター経由でネットワークサーバーからアクセスすると、パソコンがスタンバイ状態や休止状態から自動的 
に IJ ジュームします。 

1 [スタート]-[コント□ー ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システム]- [ノ v — ド 
ウェア]■[デバイス マネージャ ] ■[ネットワーク アダプタ] をクリックし 、 [Generic Marvell 
Yukon Chipset based Ethernet Controller ] または [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit 
Ethernet Controller ] をダブルクリックずる。 

2 [電源の管理]で、[電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよ 
うにずる]と[このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにずる]に 
チェックマークを付け、 [0 K ] をクリックずる。 


お知らせ 


• ネットワーク上の別のパソコンが意図せずアクセスをすると、パソコンがリジュームすることがあります。 

次の手順で、意図しないアクセスによるリジュームを防ぐことができます。 

① [ スタート ]- [コン ト□ー ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システム]-[八 ー ドウ ェア ]- [デバイスマ 
ネージャ ]- [ネッ トワークアダプタ]をクリックし、 [Generic Marvell Yukon Chipset based Ethernet Controller] ま 
たは [Marvell Yukon 88E8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller] を夕'ブルクリックして、[電源の管理]をクリックす 

② [管理ステーションでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解除でさるようにする]にチェックマークを付け、 
[0K] をクリックする。 
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無線 LAN 機能 


<無線 LAN 内蔵モデルのみ> 


お願い 


• 無線 LAN を通じてパソコンに無断アクセスされないようにずるには 

無線 LAN をご使用になる前に、暗号化などのセキュリティ設定を行うことをおすすめします。設定をしないと、共 
有フアイルなど八ードディスク上のデータに無断でアクセスされる危険性があります。 


お知らせ 


• 通信は無線 LAN アンテナ （ A ) を通じて行われます。手や体でアンテナ部をふさがないで 
<ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使ってユーザーを切り替えた後、無線 LAN が使えなくなる 
場合があります。 

• 電子レンジの近くでは通信速度が遅くなります。 

• 無線 LAN を使うには 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューで「無線 LAN 」 を「有効」（工場出荷 
時の設定）に設定してください。 （今 57ベー シ） 

-[ワイヤレスネットワーク接続]を南効]*^に設定してください。 

-「ネットセレクター」で無線 LAN を選択してください。 （今 49 ページ） 


[スタート]-[コント□ールパネル]-[ネットワークとインターネット接続]-[ネットワーク接続]をクリックして、[ワイヤレスネッ 
トワーク接続]をちクリックする。 


無線 LAN をオン/オフずる 


1 無線スイッチ （ A ) をスライドし、無線 LAN をオン/オフずる。 

• 画面ち下のタスクトレイの無線切り替えユーティリティアイコン 
-反^:無線 LAN がオンのとさ 
.國 :無線 LAN がオフのとき 
- ^1: 無線 LAN がセットアップユーティリティで無効になっているとき （今57ぺ ージ) 














無線 LAN 機能 

■ 無線 LAN の通信状態を確認ずるには 
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1 画面ち下のタスクトレイの無線切り替えユーティリティアイコン （ I ぶ I または g ]) の上に 

力ーソルを置く。 

ツールチップが表示されます。 

• 無線 LAN アクセスポイントに接続できるかどうか、次の操作で確認できます。 

詳しくは、無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書をご覧ください。 

① 無線 LAN アクセスポイントの電源を入れて設定する。 

② 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」&クリックして確認する。 


お知らせ 


• 無線スイッチの入/切を連続して繰り返し行わないでください。 

• 無線スイッチの入/切の直後には、再起動や□グオフをしたり、スタンバイ•休止状態に入ったりしないでくださ 
い。 

• Windows の起動中は、無線スイッチの入/切をしないでください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで「無線スイッチ」を「無効」に設定する （今 57ぺ ーン） と、画 
面ち下のタスクトレイに無線切り替えユーティリティアイコンが表示されなくなります。無線 LAN は、無線スイッ 
チの入/切設定とは関係なく使用準備完了状態になります。 

• 無線スイッチを切にしてから無線 LAN 通信がオフになるまで、時間がかかることがあります。 

• [デバイス マネージャ ] で IEEE 802.1 1 a 設定を変更すると （今 45ペ- ソ）、 それにともない状態表示も変わります。 


本機のネットワークの設定 


1 無線スイッチをスライドし、無線 LAN をオンにずる。 （今 43 ペー シ） 

2 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」またはをク 
リックずる。 

• をクリックして[ワイヤレスネットワーク接続の状態]画面が表示された場合は、[ワイヤレスネットワーク 

の表示]をクリックしてください。 

3 アクセスポイントに接続ずる。 
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無線 LAN の規格 IEEE 802.11 a (802.11 a ) の設定 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5 GHz の無線 LAN ) を使って屋外で通信を行うことは、電波法で禁止されています。無線 
スイッチを入にして本機を屋外で使用する場合は、あらかじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 

1 コンピューターの管理者の権限で Wi ndows に□グオンずる。 

制限ユーザーでは、 IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えることはでさません。 

コンピューターの管理者の権限で IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えると、制限ユーザーも同じ設定になります。 


2 画面ち下のタスクトレイの 1だ 夕 または g をクリックずる。 

3 [802.11 a 無測または [802.11 a 有測をクリックずる。 


お知らせ 


• 無線切り替えユーティリティアイコン （&!!!] または bd ) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線 LAN のオン/才 
フ状態を示しています。 

• パソコンが IEEE 802.11 b / g アクセスポイントに接続されているときに、 IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、一 
時的に通信が途切れることがあります。 

• [デバイスマネージャ ] でも IEEE 802.1 1 a 設定を変更することができます。 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ードウエア]-[デバイスマ 
ネージャ]をクリックする。 

② [ネットワークアダプタ]をクリックし、 [ Intel ( R ) PRO/Wireless 3945 ABG Network Connection ] をダブルクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックし、[プ□パティ]の[ワイヤレスモード]をクリックする。 

④ [値]の[デフォルト値使用からチてックマークを外し、設定（: [802.11 a および802.11 g ] など）を選択する。 

⑥ [ OK ] をクリックする。 

無線切り替えユーティリティのポップアップウィンドウで IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、[デバイスマ 
ネージャ ] の設定により下記のように切り替わります。 


デバイスマネージャの設定 

無線切り替えユーティリティの設定 

IEEE 802.1 1 a が有効のとき 

IEEE 802.1 1 a が無効のとき 

[802.11 a 、802.11 b 、 802.11 g ] 
[802.11 b および802.11 g ] 

a + b + g が有効 

b + g が有効 

[802.11 g のみ] 

[802.11 a および802.11 g ] 

a + g が有効 

g が有効 

[802.11 a のみ] 

[802.11 b のみ] 

a が有効 

b が有効 
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本機に暗号化を設定する 


1 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 叫 またはち i) をちク 
リックして、[利用できるワイヤレスネットワークの表/示]をクリックずる。 

2 [ワイヤレスネットワーク接続]の隅連したタスク]か引優先ネットワークの順位の変更]をク 
リックずる。 

3 [優先ネットワーク]か!5無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名をクリックし、[プ□パ 
ティ ] をクリックずる。 

4 無線 LAN アクセスポイントに設定した内容に従って暗号化などを設定ずる。 

5 [0K] をクリックずる。 
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FREESPOT で使う 


FREESPOT とは、無線 LAN でインターネットにアクセスできる環境を開放し、誰でもメールやインターネットを利用で 
さるエリア-サービスのことです。 

FREESPOT を利用するためには、無線 LAN の設定を FREESPOT 用に設定する必要があります。本機では、 FREESPOT 
を簡単に利用できるようあらかじめ FREESPOT 用の設定が登録されています。 

FREESPOT の設定場所や設定方法については、 http :// www . freespot . com / をご覧ください。 


お願い 


• FREESPOT の設定場所に移動し、電波を受信できる環境で設定してください。 

• 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面の[ワイヤレスネットワーク]の[プ□パティ]では、[キーは自動的 
に提供される]のチェックマークを外し、[データの暗号化]、[ネットワーク認証]は設定しないでください。 

• 屋外で FREESPOT を利用する場却ま、 IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 （今 45ぺ ージ） 


ブ FREESPOT の設定を選択ずる。 

① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」（[!?>>1またはち||)をちクリックして、 
[ネットワーク接続を開く]をクリックする。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、メニューから[プ□パテイ]をクリックして選び、[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックする。 

③ [Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する]をクリックして、チェックマークを付ける。 

④ [ワイヤレスネットワークの表示]をクリックし、[ワイヤレスネットワークの選択]の中から [ FREESPOT ] をク 
リックする。 

⑥ [接続]をクリックする。 

2 画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 醒 U をちクリックしてネットセレク 
夕一のメニューを表示させ、 [ FREESPOT ] をクリックずる。 


お知らせ 


• [ FREESPOT ] をクリックすると、自動的に Windows ファイアウォールが有効になります。 
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自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続する場合、本機にインス!-ールされているネットセレク 
ターが便利です。 

■ ネットセレクターはこんなとをに使う 

• ネットワークの接続方法を頻繁に切り替える 

例えば、自宅では ADSL 、 会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使っている場合でも、ネットワークの設定（ネット 
ワークプリンターを含む）を簡単に切り替えられます。 

• プ□バイダーやアクセスポイントなどの接続先を頻繁に切り替える 

例えば、プ□バイダーは1つだが、出張が多くてその都度アクセスポイントを選択する場合でも、簡単にアクセスポイ 
ントの選択がでをます。 

■ ネットセレクターででさること 


ダイヤルアップ 

♦ ダイヤルアップ登録したインターネット接続設定などがネットセレクターの画面から使えます。 

ネットワーク 

♦ 会社などで使われているネットワークの設定を9件まで登録することがでさます。 

• 現在使用中の設定内容をそのまま登録することができます。 

♦ 通常使うプリンターに設定されているプリンターも、そのまま登録することがでをます。 

• ネットセレクターの画面からネットワークの設定や登録もでさます。 

接続方法 

• LAN 、 無線1_八い 、 LAN +無線 LANT ■の3種類から選ぶことができます。 


無線 LAN 内蔵モデルのみ 
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ツトワークへの接続方法や接続先を切り替える 


あらかじめ、モデム、 LAN または無線 LAN > 2 など、ネットワークに接続できる設定にしておいてくださし、。 


1 ネットセレクターを表示ずる。 


画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 



をクリックする。 


• ネットワーク関係の情報を収集するのに時間がかかり、ネットセレクターの起動が遅くなることがあります。 
• パソコンを起動した後、初めてネットセレクターを起動した場合は、「ネットワーク設定」の画面が表示され 
ます。2回目 iU 降は、前回使用していた画面（[接続方法]または[ネットワーク設定])が表示されます。 


2 [接続方法]または[ネットワーク設定]をクリックずる。 


3 接続アイテムをクリックし、 0 をクリックずる。 


4 インターネットやメール、ネットワークなどを利用ずる。 

• ダイヤルアップ接続を切断するとさは 

をクリックする。 

② [接続方法陋面のメ ニ ュ- ボタンから^^ をクリックする。 

無線 LAN 内蔵モデルのみ 


① 画面ち下のタスクトレイの 


お知らせ 


• 全機能を利用できるのは 、 Internet Explorer 5. 5/6.0 、 Outlook Express 5.5/6.0 に限ります。 

• Internet Explorer や Outlook Express でダイヤルアップ接続の既定値を変更した場合は、その設定が有効になります。 

• ネットセレクターのウインドウサイズを変更することはでさません。 

• Outlook Express の[ツール]-[アカウント]-[メール]-[プ□パテイ ] をクリックし、[接続]の[このアカウントには次の 
接続を使用する]にチェックマークを付けている場合は、その接続が有効になります。 

• コンピューターの管理者の権限 iU 外で□グオンした場合 
• [ネットワーク設定]画面は表示されません。 

-[接続方法]画面： 

-ドメインの設定を行っていない場合、ダイヤルアップ接続の既定の接続アイテムを切り替えることはでき 
ません。 
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く無線 LAN 内蔵モデ J レのみ> 

- [ LAN ] と[無線 LAN ] を統一して [ LAN ] と表示されます。 [ LAN ] と[無線 LAN ] を切り替えることはできま 
せん。また、 LAN の機器名は表示されません。 


ネットワークへの接続方法や接続巧を切り替える 


会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使うなど、ネットワークの接続方法を頻繁に切り替える必要がある場合、各ネット 
ワークの接続方法をネットセレクターに登録しておくことがでさます。 

登録しておけば、接続アイテムを選ぶだけで設定が切り替わります。 


お知らせ 


• モデムによるダイヤルアップの場合、 Windows で新しい接続を追加すれば、ネットセレクターで接続先を切り替え 
ることがでさます。 

• ネットワークへの接続設定の登録/変更/削除は、コンピューターの管理者の権限で□グオンして行ってください。 
• ネットセレクターに登録される設定内容は iU 下のとおりです。 

- IP アドレス 
- DNS アドレス 
- WINS アドレス 
•ゲートウエイ 

-□—カルエリアネットワーク ( LAN ) の設定 
- LAN および無線 LAN * 3 の有効/無効 
-通常使うプリンターの設定 
- Windows ファイアウォールの状態 
-通常使5接続の設定 

• ネットワーク設定には、ネットワークに関する高度な知識が必要です。 Windows のネットワークに関する用語や意 
昧を十分理解したうえで本機能を使用してください。 


無線 LAN 内蔵モデルのみ 
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A - ドディスクドライブの取り付け/取り外し 


J \- ドディスク内の重要なデータの流出を防ぐために、八ードディスクドライブを取り外すことがでさます。 


お願い 


• 重要なデータは、八ードディスクドライブを取り外す前に必ずバックアップを取っておいてください。 

• 修理その他の目的で、別のパソコン上で八ードディスクのデータを読み込む必要がある場合は、八ードディスクド 
ライブを取り外す前に、セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで「八ードディスク保護」を 
「無効」に設定してください （今 58 ページ)。 

• 八ードディスクドライブは衝撃に非常に弱いため、取り付け/取り外しを巧う際には十分に注意してください。ま 
た、静電気によって内部の部品が故障する可能性があります。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプターを取り外ず。 

• スタンバイ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取り外ず （今 18ペー シ）。 

3 J \- ドディスクドライブを取り付ける/取り外ず。 

• 取り外すには 

① ラッチ （A) を左側にスライドして、カバーの□ックを外す。 

② ラッチ （B) を上にスライドして、カバーを開ける。 


③ 八ードディスクドライブのタブ （C) を引いて、ス□ットから取り出す。 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりと八ードディスクドライブを挿入する。 


② カバーを閉め、ラッチ （ D と E ) を戻してカバーを□ックする。 


4 バッテリーパックを取り付ける （今 18ぺーゾ ) 。 




お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際に八ードディスクドライブが落ちないよう、ラッチが正しく□ックされていることを確認し 
て < ださい。 


お知らせ 


• 八ードディスクドライブを取り外す前に、データを消去することができます。（二『取扱説明書』「八ードディスク 
の内容をすべて消去する」） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューで、八ードディスクが認識されているかどうか確認できます 
(今54ページ）。 八ードディスクが認識されていない場合は、パソコンの電源を切って、再度取り付けてください。 
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パソコンの動作環境の設定（パスワード設定、起動ドライブの選択など）をすることがでさます。 


リテイを起動ずる 


ブ パソコンの電源を入れる、または再起動ずる。 

2 パソコンの起動後ずぐ、 [ Panasonic ] 起動画面が表示されている間に堅を数回押ず。 

「パスワードを入力してください」が表示されたら、パスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとき 

•セットアップユーティリティのすべての項目が設定できます。 

ユーザー八スワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

• 次のようになります。 

-「詳細」および「起動」メニューでは、すべての項目の設定を変更でさません。 

-「セキュリティ」メニューでは、「ユーザーパスワード保護」が「保護しない」に設定されている場合に、 
ユーザーパスワードのみ変更でさます。ユーザーパスワードを削除することはでさません。 

-「終了」メニューでは、「デフォルト設定」と「八ードディスクリカバリー/消去」を選ぶことはでをませ 
ん /。 

-¥9 (デフォルトの設定）は使えません。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


吕 5 台 ( Language ) 

English 

日本語 ( Japanese ^ 

機種品番 

パソコン情報（変更で 

製造番号 

さません） 

CPU タイプ 


CPU スピード 


BIOS 


電源コント□—ラー 


メモリーサイズ 


八ードディスク 


光学ドライブ 


累積使用時間 










セットアップユーティリティ 


か BACK 55 NEXT で 



下線は工場出荷時の設定です。 


システム時間 

[ xx : xx:xxj 

• 24時間制です。 

- Tab でカーソルの移動がでさます。 


システム曰付 

[ xxxx / xx / xx ] 

. 年/月/曰 

- Tab でカーソルの移動がでさます。 


フラットパッド 

無効 


有効 

ディスプレイ 

外部ディスプレイ 

- Windows が起動するまでの表示先を設定します。外部ディスプレイを接続していないときは、 

内部 LCD 

「外部ディスプレイ」を選んでいても、すべての情報が内部 LCD に表示されます。 

同時表示 

拡張表示 

無効 


有効 

LCD 輝度モード 

通常輝度 

• タッチパネル内蔵モデルのみ 

高輝度 

DVD ドライブ速度 

高速 


中速 

環境 

巧旧 
巧/皿 


巧/皿 


自動 

現在の状態 

バッテリーの状態に 

-「環境」が「自動」に設定されているときのみ表示されます。 

よって、「常温」ま 
たは「高温」のどち 
らかが表示されま 
す。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


Core Multi-Processing 

無効 


有効 

シリアルポート A 

無効 


有効 


自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

-「シリアルポート A 」 が「有効」に設定されているとさのみ設定でさます。 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

シリアルポート B 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

有効 


自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

-設定を変更する必要はありません。 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

パラレルポート 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

有効 


自動 

モード 

双方向 

-設定を変更する必要はありません。 

ECP 


EPP 

I/O 

378 

-設定を変更する必要はありません。 

278 


3 BC 

IRQ 

なし 

-設定を変更する必要はありません。 

IRQ 5 


IRQ 7 

モデム 

無効 


有効 

LAN 

無効 


有効 
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Power On by LAN 機能 

禁止 

- 「 LAN 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

- 「Power On by LAN 機制を使うには、[デバイスマネージャ]でも設定が必要です。 （ 

) 

許可 

無線 LAN 

無効 

• 無線 LAN 内蔵モデルのみ 

有効 

無線スイッチ 

無効 


有効 

PC カー ドス□ット 

無効 


有効 

ExpressCard 乂□ット 

無効 


有効 

SD ス□ット 

無効 


有効 

IEEE 1394 ポート 

無効 


有効 

USB ポート 

無効 


有効 

ポートリプリケーター USB ポート 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

有効 

レ ガシー USB 

無効 

- 「 USB ポート」が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

有効 
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セキュリティメニュー 

下線に 

t 工場出荷時の設定です。 

データ実行防止機能 

-「有効」にすると、八ードウエアデータ実行防止 （ DEP ) 機能が有効になります。 

無効 

有効 

起動時のパスワード 

無効 

有効 

SD による起動 

-「起動時のパスワード」が「有効」に設定されており、かつ1枚上の SD カードが登録されて 
いるとさのみ設定でさます。 

禁止 

許可 

SD のセット方法 

- rsD による起動」が「許可」に設定されているときのみ設定できます。 

セツトしたまま 

セツトして抜く 

► 登録された SD の解除 

• SD カードが1枚 iU 上登録されているとさのみ設定でさます。 

サブメニュー表示 

► スーパーバイザーパスワード設定 

サブメニュー表示 

Setup Utility 表示 

• rSetupU 川 ity 表示」が「無効」になっていると 、 [Press F 2 for Setup / F 12 for LAN ] というメッ 
セージが [ Panasonic ] 起動画面に表示されません。ただし、メッセージが表示されなくても 
と F12 は働さます。 

無効 

有効 

Boot First Menu 

無効 

有効 

八ードディスク保護 

無効 

有効 

ユーザーパスワード保護 

保護しない 

保護する 

►ユーザーパスワード設定 

サブメニュー表示 

DVD 操作 

無効 

有効 

►内蔵セキュリティ （ TPM ) 設定 

サブメニュー表示 

►Computrace ( R ) 設定 

-設定を変更しないでください。 

サブメニュー表示 
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起動順位： 

1 : USB FDD : ^ 

2: IDE HDD : xxxxxxxxxx 
3: IDE MP : xxxxxxxxxx 
4: USB CDD : 

5: PCI LAN : xxxxxxxxxx 
6 : 

7: 

8 : 

起動巧象外：* 2 
USB KEY : 

USB HDD : 

USB LS 120: 

パナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ（別売り： CF-VFDU03U) 

*2 「起動対象外」の機器からは起動でさません。 

■ 起動順位を変更ずるには 

順位を上げる：丕と5で機器を選択して pe を押す。 

順位を下げる：丕と全で機器を選択して n を押す。 _ _ 

「起動対象外」から「起動順位」へ、またはその逆に機器を移す：丕と5で機器を選択し、 X を押す。 
初期設定に戻す：1を押す。 


お知らせ 


• て場出荷時の起動順位は 「USB FDD」 ^ 「IDE HDD 」 ^ 「 IDEMP 」 ^ 「 USBCDD」 ^ 「PCI LAN 」 です。 

• 次の機器から起動するには、下記の設定をしてください。 

起動する機器 必要な設定 

- USB 接続機器 ： 「 USB ポーりと「レガシ ー USB 」 を「有効」にする。 （今 57ぺ ージ） 

- LAN : 「 LAN 」 を「有効」にする。 （今 56ぺ ージ） 

•マルチメディアポケット機器 ： 「 DVD 操作」を「有効」にする。 （今 58ぺ ージ） 

• パソコン起動時に、起動する機器を選択することもできます。 [ Panasonic ] 起動画面が表示されたらすぐに、 Isc ^ 
押してください。「起動時のメニュー」が表示され、機器を選択することがでさます。「起動時のメニュー」は、「セ 
キュリテイ」メニューの 「Boot First Menu 」 が「有効」に設定されているときのみ表示されます （今 58ペー シ）。 
「起動」メニューで設定を変更すると、それにともない「起動時のメニュー」も変更されます。 
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設定を保存して終了 

設定内容を保存して終了する 

設定を保存しないで終了 

設定内容を保存せずに終了する 

デフォルト設定 

工場出荷時の設定に戻す 

設定を戻す 

変更前の設定に戻す 

設定を保存する 

設定内容を保存する 

八ードディスクリカバリ ー/消去 

八ードディスクの内容を工場出荷時の設定に戻す、または 
消去する 

• 実行する前に、『取扱説明書』の「再インストールする 
(八ードディスクリカバリー)」または「八ードディスク 
の内容をすべて消去する」をお読みください。 
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画面の項目表示を拡大ずる 


文字やアイコン、タイトルバー、マウスカーソルなどを拡大表示でさます。 


お願い 


• ディスプレイの解像度を 1024 x 768 未満に設定すると、フオントサイズ拡大ツールは起動しません。 


お知らせ 


• 拡大表示すると、メニューの一部や画面上の項目の一部が隠れて見えなくなることがあります。その場合は、カー 
ソルをメニュー上に移動させてポップアップを表示させたり、画面をスク□ールするなどの機能を使って、隠れた 
項目を表示させてください。 _ 

• フオントサイズ拡大設定は 、 Internet Explorer 上で表示される Web ぺージの文字や 、 Outlook Express 上の電子メール 
の文字にち影響します。ただし、 Web ページや電子メールの文字の中には、拡大表示されないものもあります。 


準備 

フオントサイズ拡大ツールを使用する前に、すべてのアプリケーションソフトを終了してください。 


2 

3 


[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [フオントサイズ 
拡大]をクリックずる。 

サイズを選択ずる。 

[0 K ] をクリックずる。 

設定したサイズで画面が表示されます。 


特大のサイズ 
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画面の一部を拡大することがでさます。 


ズームビユーアーを起動ずる 


1 [スタート]- [ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [ズームビユー 
アー] をクリックずる。 

2 [0 K ] をクリックずる。 

• 画面ち下のタスクトレイ に^が 表示されます。 




ズームビューアーを使う 


1 画面上の拡大したい部分にカーソル^を台わせる。 


2 


3 


互豆を押したままちクリックずる。 

• カーソルを合わせた部分が拡大されます。 

• をダブルクリックする か、^ をちクリックし [ 表示する]をクリックしても拡大でさます。 


拡大表示ウインドウ （ A ) をドラッグして、拡大表示される部分を 
動かず。 

• 拡大表示ウインドウを非表示にするには、 困 （非表示ボタン） （ B ) をクリック 
する。または、拡大表示ウインドウの一部をクリックするか、互 H を押したま 
まちクリックしてください。 

• 拡大表示ウインドウのサイズを変更するには、ち下の隅 （ C ) をドラッグして 
<ださい。 

拡大/縮ルでさるサイズの範囲は、画面の解像度により異なります。 
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お知らせ 


• 拡大表示ウインドウの中のテキストや画像は、拡大表示された瞬間（例：^を押したままちクリックした瞬間）の 
ものになります。元の画面で変更した内容を拡大表示ウインドウに反映するには、拡大表示ウインドウをクリック 
して < ださい。 

• アプリケーシヨンソフトによっては、ズームビューアーが働かない場合があります。 


■ Excel のセルの夕字を拡大表示するには 

拡大表示ウインドウの中央にあるセルの文字を、テキスト表示ウインドウ （ A ) に大さく表 
示することがでさます。 


① 画面ち下のタスクトレイ の^をち クリックする。 

② [ Excel テキスト表示]にチェックマークを付ける。 

• 工場出荷時はチェックマークが付いています。 

• チェックマークを外すと、テキスト表示ウインドウは表示されません。 


お知5せ 
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• 次の場合、テキスト表示ウインドウは表示されません。 

• お使いの Excel が、 Microsoft ⑥ Excel 2000 / Microsoft ® Excel 2002 / Microsoft ® Office Excel 2003よりも前のバー 
ジョンの場合 

(上記よりも前のノくージョンには対応していません。） 

-セル iU 外（テキストボックス、コメント、グラフなど）の文字の場合 
- EP 刷プレビュー画面の場合 

-テンプレートを使用してファイルを新規作成し、そのファイルを保存していない状態（保存するとテキスト表示 
ウインドウが表示されます。） 

• 複数のウインドウで、同じ名前のファイルを開いているとさは、テキスト表示ウインドウが表示されない場合があ 
ります。また、ファイルによってもテキスト表示ウインドウが表示されない場合があります。 
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• テキスト表示ウインドウで表示される文字は、1番手前に表示されている Excel ファイル（選択されている Excel ファ 
イル）の拡大表示ウインドウの中央にあるセルの文字です。 

♦ セルからはみ出した文字上にカーソルがあった場合は、テキスト表示ウインドウは表示されません。はみ出した文 
字が格納されているセル上にカーソル（拡大表示ウインドウの中央部分）を移動させてください。 


ズームビユーアーを設定ずる 


1 画面ち下のタスクトレイの I ! をちクリックずる。 

2 [設定]をクリックずる。 

[表示/非表示のショートカットキーの割り当て] 

♦ 外部マウス/フラットパッドを使用するとき 

① [マウス/タッチパッド]をクリックする。 

② 呈 豆、 丽 、 を而巧 の中から組み合わせるキーをクリックし、チェックマー 
クを付ける。（複数キーの組み合わせが可能です。例：丽+丽) 

③ [ちクリック]またはにクリック]のいずれかのうち、上記の手順 ②で 選択した 
キーと組み合わせて使うものを選択してください。 

• キーボードを使用するとさ 

① [キーボード]をクリックする。 

② エディットボックスをクリックし、ショートカット用に使うキーを押す。 

(例：呈0 + 1、丽+丽 + Z など) 

[ウィンドウデザイン] 

拡大表示ウィンドウの形を選択します。 

眶動] 

[スタートアップに登録する]にチェックマークを付けると、 Windows 起動時にズームビューアーが自動的に起動し 
ます。 

3 [OK] をクリックずる。 
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本機は 、 DMI (Desktop Management Interface ) の規格に準拠しています。 DMI ビューアー使って、 CPU やメモリー、本 
機がサポートしているシステムなどのパソコンの情報にアクセスでさます。 


2 


[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ DMI ビューアー] 

をクリックずる。 

DMI ビューアーの画面が表示されます。 

詳細を表示ずるには、各項目をクリックしてください。 



■ 情報をテキストファイルで保巧するには 

① 表示された項目を保をずるとき 

[ファイル]-[表示中のデータを保存…]をクリックする。 

すべての項目を保をするとき 

[ファイル]-[すべてのデータを保存…]をクリックする。 

② フォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保存]をクリックする。 
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Recover Pro は 、 Phoenix Technologies Ltd . が開発した、データバックアップのためのアプリケーシヨンソフトです。バッ 
クアップには次の3つのタイプがあります。 

. クイックバックアップ：更新したデータのバックアップを一定の間隔で行います。 

-ファイルバックアップ：ファイルの保存-変更時にファイルをバックアップします。 

-完全バックアップ：内蔵八ードディスクのすべてのデータをバックアップします。 

詳しくはソフトウェアのオンラインマニュアルをご覧ください。 


Recover Pro のインストール 


準備 

AC アダプターを接続してください。 

1 コンピューターの管理者の権限で Wi ndows に□グオンずる 

2 ずべてのアプリケーションソフトを終了ずる。 

• アンチウィルスソフトを無効にしてください。 

3 [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 [ c :¥ util ¥ rcvpro ¥ setup . exe ] と入力し、 
[0 K ] をクリックずる。 

画面の指示に従つて操作を行5。 

• パソコンを再起動すると 、 Recover Pro が初期化を開始します。初期化中は、メッセージが表示されるまで 
キーやスイッチに触れないでください。 


お願い 


• バックアップデータは、必ず内蔵八ードディスクに作成してください。内蔵八ードディスクじ(外のディスクやドラ 
イブは使わないでください。 

• ソフトウェア（セキュリティソフト、バックアップソフト、暗号化ソフト、八ードディスクにアクセスできるソフ 
卜など）の中には 、 Recover Pro と一緒に使用すると正しく動作しないものがあります。 

詳しくは下記ホームページ（英語のみ）をご覧ください。 

http :// www . phoenix . com / en / Customer + Services / White + Papers - Specs / Recover + Pro / default.htm 

• Personal Secure Drive (詳しくはを『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください）を使つ 
ている場合 、 Personal Secure Drive のファイルバックアップを行わないでください。 
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お知らせ 


• [すべて](標準インス!-ール）を選択すると、八ードディスクドライブの最大40%がバックアップ領域として割り当 
てられます。 

• バックアップ領域の作成後にサイズを変更することはできません。 


■ オンラインマニュアルを見るには 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Phoenix Applications ] - [ Docs ] をクリックし、 [ UserGuides ] を夕'ブルク 
リックする。 

② Recover Pro ユーザーガイド、または Phoenix Alwavs ユーザーガイドのファイルをダブルクリックする。 
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ネットワーク接続と通信ソフトウエアについて 


省電力機能は、通信ソフトウェアを終了してからお使いください。 

• 通信ソフトウェアを使用中に省電力機能（スタンバイ機能や休止状態機能）が働くと、ネットワーク接続が切れたり、 
パフオーマンスが低下することがあります。その場合はパソコンを再起動してください。 

• ネットワーク環境でお使いのときは、[システムスタンバイ]と[システム休止状態]を[なし]に設定することをおすすめし 
9 〇 

[スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[電源設定]をクリックし 
て < ださい。 


Windows 関連フアイルについて 


市販の Windows CD - ROM に収められているファイルは、下記のフオルダーにインストールされています。 
c :¥ windows ¥ docs 、 c :¥ windows ¥ dotnetfx 、 c :¥ windows ¥ i 386、 c :¥ windows ¥ support 、 c :¥ windows¥valueadd 


シリアル機器について 


本機の COM ポートは、下記のように割り当てられています。 

• COM 1 :シリアルポート A 

• COM 5 :モデム 

設定を変更すると、シリアル機器が正常に動作しないことがあります。 
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トラブルが発生した場合は、下の方法をお試しください。 iU 下の方法でも解決しない場合は、当社ご相談窓□にご相談 
ください。ソフトウェアに関する問題は、ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

-パソコンの使用状態を確認するには （今 79 ページ） 

■ 終了時 


Windows の終了または再起動ができ 
ない。 

♦ USB 機器を取り外してください。 

• 終了するまで1〜2分かかる場合があります。 


ディスプレイ 


1豆+11を押してち画面が明るくなら 
ない。 

♦ 周囲の温度が高い場合、誤動作を防ぐために輝度が低く設定されます。5で 
〜35での環境でお使いください。 


スタンバイ-休止状態機能 


スタンノレ r または休止状態に入ること 
がでさない。 

♦ USB 機器をいったん取り外してください。それでも正しく動作しない場合は、 
パソコンを再起動してください。 

• スタンバイ-休止状態に入るまで1〜2分かかる場合があります。 

♦ モデム経由で通信している場合、パソコンがスタンバイ状態に入らないこと 
があります。 

♦ リジューム直後はスタンバイ-休止状態には入りません。約1分お待ちくださ 
い。 

自動的にスタンバイまたは休止状態に 
入らない。 

♦ 周辺機器を取り外してください。 

• 無線 LAN 機能を使ってネットワークに接続している場合は、プ□ファイルを 
選び、アクセスポイント （今 44 ページ） に接続してください。 

• 無線 LAN 機能を使わない場合は、無線 LAN の電源を切ってください （今 43 
ぺ_ジ )0 

• J \- ドディスクに定期的にアクセスするソフトウエアを使っていないか確認 
して < ださい。 

パソコンがリジュームしない。 

• 電源スイッチを4秒じ(上スライドさせると、パソコンが強制終了し、リジュー 
ムしません。その場合、保存されていないデータはすべて失われます。 

• パソコンがスタンバイ状態のとさに、 AC アダプターとバッテリーパックを取 
り外しませんでしたか？スタンバイ中に電力の供給がなくなると、保存され 
ていないデータは失われ、パソコンはリジュームしません。 

• バッテリー残量がありません。スタンバイまたは休止状態でも電力は消費さ 
れます。 
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ヴウンド 


音が聞こえない。 

♦ ps + is または ps + f ちを押してミュートを解除してください。 

• パソコンを再起動してください。 

音が乱れる。 

♦ 円 i とのキーの組み合わせによる操作をすると、音が乱れることがあります。 
再生をいったん停止し、再生し直してください。 

1〇+|5または|〇+|6で音量を変更 
でさない。 

♦ Windows のサウンド機能を有効に設定してください。サウンド機能が働いて 
し、ない と、^ が表示されても音量は変化しません。 

サウンドレコーダーの起動時に、「エ 
ラーがレジストリを更新していること 
がありました。」とい5メッセージが 
出る。 

• 最後1し起動した管理者権限を持つユーザーとは異なる吕語設定をしている制 
限ユーザーに、サウンドレコーダーが起動されました。これによって操作に 
支障が出ることはありません。 


■キーホード 


日本語が入力でさない。 

• 半ち/全ちを押して日本語入カモードにしてください。 

数字しか入力でさない。 

• NumLK ランプのの点口中は、キーボードがテンキーモードになっています。 
NumLk を押して解除してください。 

大文字しか入力でさない。 

• Caps Lock ランプ国の点打中は、キーボードが大文字入カモードになってい 
ます。 Shift+Ca 田 S Lock を押して解除してください。 

特殊文字化、含、？など）や記号が入 
力でをない。 

• 文字コード表を使ってください。[スタート]-[すべてのプ□グラムト[ァクセヴ 
U ]-[ システムツール]- [ 文字コード表]をクリックしてください。 


ネットワーク 


ネットワークに接続でさない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで「モデム」を「有効」に 
設定してください。 （今 56ぺ ージ） 

パソコンの MAC アドレスが確認でさ 
ない。 

• 次の手順を行ってください。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ□ンプト] 

をクリックする。 

② Hpconfig / alll と入力し Enter を押す。 

⑤ 有線 LAN または無線 LAN (無線 LAN 内蔵モデルのみ）の 、 [Physical 
Address ] と表示された行の12けたの英数字をメモする。 

④ [ exit ] と入力し Enter を押す。 
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■ 無線通信（無線 LAN 内蔵モデルのみ） 


ネットワークに接続でさない。 

• 無線スイッチをスライドし、無線 LAN をオンにしてください。 

♦ セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、「無線 LAN 」 を「有効」 

に設定してください。 （今 57ぺ ーシ） 

♦ パソコンを再起動してください。 

アクセスポイントが検出されない。 
アクセスポイントと通信でさない。 

• 無線 LAN の電源を入れた直後、または IEEE 802.1 1 a を有効にした直後は、アク 
セスポイントが検出されません。 iU 下の手順で検出してください。 

① 画面ち下のタスクトレイのち >> または^をちクリックする。 

② [利用でさるワイヤレスネットワークの表示]をクリックして、[ネット 
ワークの一覧を最新の情報に更新]をクリックする。 

-ワイヤレスネットワーク接続 

① 画面ち下のタスクトレイのまたはをちクリックして、 

[ネットワーク接続を開く]をクリックする。 

② 「ネットワーク接続」画面の[ワイヤレスネットワーク接続]をちクリッ 
クして、[無効にする]が表示されていることを確認する。 

[有効にする]が表示されている場合は、無線 LAN が無効です。[有効に 
する]をクリックして < ださい。 

-ワイヤレスオン 

① 「ネットワーク接続」画面を開く（上記「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パティ]-[全般] 

-鴨成]-[詳細設定]をクリックする。 

③ [ワイヤレスオン]と表示されていることを確認する。 

[ワイヤレスオフ]と表示されている場合は、[ワイヤレスオフ]をクリッ 
クし、[ワイヤレスオン]をクリックしてください。 
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■ 無線通信（無線 LAN 内蔵モデルのみ) 


アクセスポイントが検出されない。 
アクセスポイントと通信でさない。 
(つづさ） 


パソコンどうしが、直接通信を行う方式 （ad hoc モード）になっていないか 
確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今 71ページ 「ワイヤレスネットワー 
ク接続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パテイ]-[ワイ 
ヤレスネットワーク]をクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックする。 

④ [コンピュータ相互 (ad hoc ) のネットワークのみ]が選択されている場 
合は、[利用可能なネットワーク（アクセスポイント優先） ] をクリック 
する。 

「ワイヤレスネットワークの選択」画面で、接続するアクセスポイントのち側 
に「オンデマンド」または「手動」と表示されている場合は、アクセスポイ 
ントをクリックして、[接続]をクリックしてください。 

自動接続するには、下記の手順に従ってください。 

-「オンデマンド」と表示されている場合： 

アクセスポイントが通信範囲内にあっても、自動で接続しないように設定さ 

れています。自動接続するには下の設定を行ってください。 

① 「関連したタスク」にある「優先ネットワークの順位の変更」をクリッ 
クする。 

② 「優先ネットワーク」から接続するアクセスポイントをクリックし、[プ 
□パテイ ] をクリックする。 

⑤ [接続]をクリックする。 

④ 「自動接続」の[このネットワークが範囲内にあるとさ接続する]に 
チェックマークを付け、 [0 K ] をクリックする。 

次回からは自動接続されます。 

-[手動]と表示されている場合： 

前回、接続中のアクセスポイントを切断したため、手動接続になっていま 

す。一度接続し直すと、次回からは自動で接続されます。 
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■ 無線通信（無線 LAN 内蔵モデルのみ） 


アクセスポイントが検出されない。 
アクセスポイントと通信でさない。 
(つづさ） 

♦ 画面ち下のタスクトレイに^または 岡’ 3 が表示されている場合は、下記の 
手順を行ってください。 

-が表示されているとさは、 IP アドレスなどが正しく取得でさなかった 

可能性があります。-る\をクリックし、 [ ヴポート]をクリックして [ 修復]を 
クリックしてください。 

上記を行っても g も 1 が表示される場合は、ネットワークの各設定を確認して 
<ださい。 

- 胃 3 が表示されている場合は、接続中です。そのまましばらくお待ちくださ 
い。 

^ の表示が長く続く場合、下記の手順を行ってください。 

① ち j をクリックし、[ワイヤレスネットワークの表示]をクリックする。 

② 接続するアクセスポイントをクリックし、[切断]をクリックする、 

⑤ 再度、接続するアクセスポイントをクリックし、[接続]をクリックす 

• ネットワーク接続の画面にネットワークブリッジが作成されていませんか？ 
ネットワークブリッジを使用しない場合は削除してください。 

アクセスポイントとの通信が切れる。 

• IEEE 802 .1X 規格の認証システムを採用していないネットワーク環境の場合 
は、下記の手順に従って、[このネットワークで IEEE 802 .1X を有効にする] 

にチェックマークが付いていないことを確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今 71ペーシ 「ワイヤレスネットワー 
ク接続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、[プ□パテイ]-[ワイヤ 
レスネットワーク]をクリックする。 

⑤ [優先ネットワーク]から接続するネットワーク名をクリックし、 

[プ□パテイ ] をクリックする。 

④ [認証]をクリックし、にのネットワークで IEEE 802 .1X 認証を有効にす 
る]にチェックマークが付いていないことを確認する。 

無線 LAN の接続が切れる。 

• (今76ページ 「周辺機器を接続する」の 「LAN の通信速度が極端に遅くな 
る。」） 

















困ったときの Q&A (詳細編) 


か BACK 74 NEXT 


■ 周辺機器を接続する 


ドライバーのインストール中にエラー 
が発生する。 

♦ カードや周辺機器のドライバーをインス!-ールする場合は、 0 S に対応してい 
ることをご確認ください。未対応のドライバーを使用すると、誤動作につな 
がる場合があります。ドライバーについては、周辺機器の製造元にお問い合 
わせ <ださい。 

• 周辺機器を接続する前に、まず周辺機器のドライバーが入っているメディア 
( CD - ROM など）を確認し、メディアに対応した機器をマルチメディアポケッ 
卜に取り付けてください。いったんドライバーのインス1-ール画面が表示さ 
れると、その後でマルチメディアポケットに取り付けた機器は認識されませ 
ん。 

周辺機器が動作しない。 

• ドライバーをインス!-ールしてください。 

♦ 機器の製造元にお問い合わせください。 

♦ スタンバイ•休止状態からリジュームした後、マウスやモデム、 PC カードな 
どが正しく動作しないことがあります。その場合はパソコンを再起動するか、 
機器を再度初期化してください。 

♦ デバイスマネージャで-が表示される場合は、機器を抜き挿ししてください。 

それでも正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 機器の中には、パソコンが取り付け/取り外しを認識しなかったり、正常に 
動作しないものがあります。次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- 
[システム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

② 該当の機器を選択し、[電源の管理]の[電力の節約のために、コン 
ピュータでこのデバイスの電源をオフにでさるようにする]のチェック 
マークを外す。（この項目がない場合もあります。） 

接続しているマウスが動作しない。 

• マウスの接続を確認してください。 

• マウスに対応するドライバーをインス1-ールしてください。 

それでもマウスが動作しない場合は、セットアップユーティリティの「メイ 
ン」メニューで、「フラットパッド」を「無効」にしてください。 （今55ペー 
ジ） 






困ったときの Q&A (詳細編) 


か BACK 75 NEXT で 


■ 周辺機器を接続する 


USB フ□ッピーディスクドライブが、 
起動ドライブとして動作しない。 

• パナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ （ CF - VFDU 03 U ) (別売り） 
のみお使いいただけます。 

• フ□ッピーディスクドライブを、直接パソコンの USB ポートに接続してくだ 
さい。 USB 八ブなどの USB ポートを経由して接続しないでください。パソコ 
ンの USB ポートにすでに接続している場合は、別の USB ポートに接続して 
みて < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 「 USB ポート」と「レガ 
シ ー USB 」 を「有効」に設定してください。 （今 57ぺ ージ） 

• セットアップユーティリティの「起動」メニューで、 rUSBFDD 」 を「起動順 
位」の一番上に上げてください。 （今 59 ページ） 

• パソコンの電源を切り、 USB フ□ッピーディスクドライブを接続後、パソコ 
ンを再起動してください。 

RAM モジュールが認識されない。 

♦ RAM モジュールを正しく取り付けてください。 

• 仕様に合った RAM モジュールをお使いください。 （今 31 ページ） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューをご確認ください （今 54 
ページ)。 RAM モジュールが認識されていない場合は、パソコンの電源を切 
り、取り付け直してください。 

割り込み要求 （ IRQ )、 I / O ポートアド 
レスなどのアドレスマップがわからな 
い。 

• 現在のアドレスマップを確認するには、[スタート]-[コント□—ルパネル]-[パ 
フオーマンスとメンテナンス]- [ システム ]- [八ードウエア]- [ デバイスマ 
ネージャ]-[表示]-[リソース（種類別） ] をクリックしてください。 

シリアルコネクターに接続している機 
器が動作しない。 

• 接続を確認してください。 

♦ 機器のドライバーは働いていますか？詳しくは機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• 同時に2個のマウスを使わないでください。 

• セットアップユーティリティの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「無効」に設定してください。 （今 55ぺ ージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、「シリアルポート A 」 を 
「自動」に設定してください。 （今 56 ページ） 

♦ 使用できる I / O と IRQ は、機器により異なります。動作しないときは、セット 
アップユーティリティの「詳細」メニューで、シリアルポート A の「1/0」と 
「 IRQ 」 の設定を変更してみてください。 







困ったときの Q&A (詳細編) 


か BACK 76 NEXT 卡 


■ 周辺機器を接続する 


EP 刷でさない。 

• プリンターの接続を確認してください。 

• プリンターの電源を入れてください。 

• プリンターはオンラインになっていますか？ 

♦ 用紙がなかったり、つまったりしていませんか？ 

♦ プリンターの電源を入れてパソコンに接続後、パソコンを再起動してくださ 
い。 

LAN の通信速度が極端に遅くなる。 

PC カードを経由したデータ通信が正 
常に動作しない （IEEE1394 PC 力一 
ドを使って DV カメラに書き出す場合 
に動画が乱れるなど)。 

♦ これらの問題は、 CPU の省電力機能によって、パフオーマンスが低下するた 
めに起きる場合があります。コンピューターの管理者の権限で Windows に □ 

グオン後、次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 

[c:¥u 川 ¥cpupower¥setup.exe] と入力して [OK] をクリックする。 

画面の指示に従ってください。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] - [CPU 省電力設定]をク 
リックする。 

⑤ [パフオーマンス優先]をクリックし [OK] をクリックして、[はい]をク 
リックする。 

パソコンが再起動します。 

♦ それでも問題が解決しない場合は、[スタート]-[コント□ールパネ 
ル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプシヨン]-[電源 
設定]をクリックし、[電源設定]の[常にオン]をクリックし、 [OK] 
をクリックしてください。 

-この操作は、 CPU の省電力機能が原因で発生する現象には効果があります 
が、その他の原因による現象には効果がありません（例：ビデオ再生など、 
CPU に高い負荷がかかりノイズが発生する場合など)。 

-この操作を行うと、バッテリーでの駆動時間が多少短くなります。通常は、 
[CPU 省電力設定]を[バッテリー優先 （Windows XP 標準） ] に、また[電 
源オプシヨン]の [ 電源設定]を [ ポータブル/ラップトップ]に戻しておく 
ことをおすすめします。 


■ フラットパッド/タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ) 


カーソルが動かない。 

• 外部マウスを正しく接続してください。 


♦ キーボードを操作してパソコンを再起動してください。 


席、 U の順に押し、 R で[再起動]を選んでください。） 


♦ キーボードで操作でさない場合は、「応答がない」をご覧ください。 （今 78 


ぺ ーン） 







困ったときの Q&A (詳細編) 


ホ BACK 77 NEXT A 


フラットパッド/タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ) 


フラットパッドを使って入力でさな 
い。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで「フラットパッド」を 
「有効」に設定してください。 （今 55ぺ ーシ） 

♦ マウスドライバーの種類によっては、フラットパッドが使えないことがあり 
ます。詳しくはマウスの取扱説明書をご覧ください。 

付属のスタイラスペンで正しい位置を 
指定でさない。 

♦ タッチパネルの補正（キャリブレーション）を実行してください。 （今 5ペー 
ゾ） 


■ PC カード/エクスプレスカード 


カードが使えない。 

♦ カードは正しく挿入されていますか？ 

♦ 規格にあったカードをお使いください。 

• カードまたはその他の機器のドライバーをインス!-ールした後、パソコンを 
再起動してください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 PC 力ードス□ット」と 
に xpressCard ス□ット」を「有効」に設定してください。 （今 57ぺ ージ） 

• ポートを正しく設定してください。 

♦ カードの取扱説明書をご覧になるか、カードの製造元にお問い合わせくださ 
い。 

• 力ードを挿入し直してください。 （今 22ぺ ージ） 

♦ 0 S に巧応したドライバーをお使いください。 


■ SD メモリーカード 


SD メモリーカードが使えない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 rsD ス□ット」を「有 
効」に設定してください。 （今 57ぺ ージ） 

SD メモリーカードによるセキユリ 
ティ機能が使えない。 

• SD メモリーカードの設定を行ってください。 （今 27ぺ ージ） 

SD メモリーカードを使って Windows 
に□グオンでさない。 

• SD メモリーカードに設定されているユーザー名とパスワードが正しくありま 
せん。正しいユーザー名とパスワードを入力し 、 SD メモリーカードを使わず 
に Windows に□グオンしてください。に D 力ード設定」で正しいユーヴー名 
とパスワードを設定してください。 （今 27ぺ ーシ） 











困ったときの Q&A (詳細編） ホ BACK 78 NEXT 卡 

■ ユーザーの簡易切り替え機能 


アプリケーシヨンソフトなどが正しく 
動作しない。 

♦ ユーザーの簡易切り替え機能を使用して別のユーザーに切り替えると、 iu 下 
のような問題が起きる場合があります。 

-アプリケーションソフトが正しく動作しない。 

-円 i とのキーの組み合わせが動作しない。 

-画面の設定がでさない。 

-シリアルマウスが動作しない。 

• <無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

無線 LAN が使えない。 

このような場合は、ユーザーの簡易切り替え機能を使わずにすべてのユー 
ザーを□グオフした後、再度□グオンして操作してください。それでも正し 
く動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

■ その他 

応答がない。 

♦ Ctrl+Shitt+Esc を押してタスクマネージャを起動し、応答のないアプリ 
ケーションソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）が別のウィンドウで隠れ 
ていませんか？ Alt+Tab で表示されている画面を確認してください。 

• 電源スイッチを4秒上スライドしてパソコンの電源を切った後、再度電源を 
入れ、アプリケーションソフトを起動してください。それでも正常に動作し 
ない場合は、下記のメニューでそのアプリケーションソフトをいったん削除 
してから再度インス1-ールしてください。 

[ スタート]-[コント□ールパネル]- [ プ□グラムの追加と削除] 














困ったときの Q&A (詳細編) 


か BACK 79 NEXT ず 


パソコンの使用状態を確認する 


PC 情報ビューアーを使うと、パソコンの使用状態を確認することができます。ご相談窓□にお問い合わせの際の情報とし 
て必要になる場合があります。 


お知らせ 


• 本機では、八ードディスクドライブの管理情報（通電時間、通電回数、内部温度、交替セクター数等）が八ード 
ディスク内に定期的に記録されます。記録されるデータ量は、1回あたり最大750バイトです。これらの情報は、万 
が一、八ードディスクが故障したときの原因を推定するためにのみ使用するもので、本情報をネットワーク経由で 
外部に発信したり、目的 iU 外に使用したりすることはありません。この機能を無効にするには、 PC 情報ビューアー 
の[八ードディスク使用状況]の膚理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にする]のチェックボックスにチェッ 
クマークを付けて [ OK ] をクリックしてください。 

• コンピューターの管理者の権限で□グオンしないと、一部「未検出」と表示される情報があります。 

• 実行中は、 PC 情報ビューアーの画面は、常に手前に表示されます。 


7 [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ PC 情報ビューア ー] 

をクリックずる。 

2 項目をクリックして、その項目の詳細情報を表示ずる。 

■ 情報をテキストファイルで保巧する 

① 保存したい情報を表示する。 

② [保存]をクリックする。 

③ ファイル保存する範囲を選択し、 [ OK ] をクリックする。 

④ 情報を保存するフォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保存]をクリックする。 

• 障理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にする]にチェックマークが付いていない場合、[すべての情報を保存 
する]を選ぶと、記録済みの八ードディスクドライブ管理情報も保存されます。 


■ 画面のコピーを画像ファイルに保巧する 

① 保存したい画面を表示する。 

② をを1+互 n + n を押す。 

③ メッセージが表示されたら [ OK ] をクリックする。 

「マイドキュメント」フオルダーに画面の画像ファイルが保存されます。 

• 次の操作で保存することもでさます。 

[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ 画面コピ ー] をクリックする。 










困ったときの Q&A (詳細編) 
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お知らせ 


• 画像は256色のビットマップファイルです。 

• 拡張デスクトップモード （今 34 ページ） を使用しているとさは、プライマリーデバイス側に表示している画面が保 
存されます。 

• 工場出荷時は、コピーするキーの組み合わせはを岳!+亞1+11になっています。次の手順で変更することもでさま 
す。 

① コンピューターの管理者の権限で Windows に□グオンする。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー] をクリックする。 

③ [画面コピ ー] をちクリックし、ヴ □パティ]-[シヨー トカット]をクリックする。 

④ [シヨー トカッ トキー] をクリックし、 シヨー トカットに使うキーを押す。 

⑥ [ OK ] をクリックする。 
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